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企画展を顧みるということ - ｢まえかき｣にかえて

少し前のことですが､学芸員の方に御案内を頂きながらある美術館の企画展を見たことがあります｡世界各地か

ら関係ある作品を集め､それも有名なものだけではなく､その間の連関を示すためにあまり知られていないものを

もかなり含んだ､この方面に基礎知識のない私にもすぼらしいと感じさせる展示でした｡部屋へ戻り､企画展の解

説書を改めて見ながらさらにいくつかお話を伺いました｡

｢この企画展は､さまざまな既存の知識を集めることはもちろんながら､各地の美術館を訪ねて作品の前に何度

も立ち尽くし､その結果に基づいてそれぞれに交渉を重ね､すべてを考えたうえで満を持して開いたものである｡

そこで､開会後は管理などに忙しいことはあっても､ただ淡々とものごとが進むだけだと思っていた｡しかし､ こ

うして一堂に集めてそれを改めて見てみると､新しい発見が次々に出てくる｡ 来館者からもそれに近い感想を聴 く

ことがある｡ しかし企画展解説書は､当然ながら開会の前に完成させたもの｡ だから､この新 しい発見は載ってい

ない｡｣およそこういうことだったと記憶します｡

美術館を含むすべての博物館において､企画展なるものはまさに満を持して開かれるものでしょう｡ しかし､い

かに見事に企画されても､いや実はうまく企画されれば企画されるほど､その期間中に新しい発見が次々に出てく

るものです｡それならば､企画展の解説書は本来 2度作られるべきではないのか｡期間中の来館者のための事前の

もの､期間中の成果を収めた事後のもの､この2つです｡そして後者が発刊されても前者を残 しておくことが重要

でしょう｡ 事前にはどこまで考えられ､期間中にはどのような新しい発見がありどのような考え方の変化があった

のか､その比較が大切だからです｡しかもそれは､博物館の職員側の変化だけではなく､その間に見て下さった来

館者との相互作用の結果として生まれたものなのですから｡

企画展展示解説書は､何とかして2度作りたい｡実はこう思い続けてきたのです｡

『湖の船-木造船に見る知恵と工夫-』は､琵琶湖博物館の1999年度の企画展でした｡他の企画展と同様､長い

準備期間のあと展示設計に1年をかけ､そしてその翌年度に工事を行ったものです｡開催期間は夏から秋にかけて

のおよそ4ケ月でした｡

企画展の初日に刊行した出版物では､展示した船についての実測図を掲載して船と船道具の実態が詳 しく判るよ

うにし､また､資料として利用し続けて貰えるように工夫してみました｡そして今回のものでは､改めてこの企画

展の意義を博物館の開館以前から企画展終了後現在までを総括しながら記載し､また､企画展示の設計書をそのま

ま収録しました｡さらに､期間中に行われた会の記録､すなわち､常設展示室Bの中央を飾る丸子船をほぼ半世紀

ぶりに作って貰い､それによって建造方法の記録を残すことができ､さらに技術の伝承ともなった ｢琵琶湖最後の

船大工｣､当時86歳であった松井三四郎さんを中心とする講演会の記録を入れました｡

これが上に書いたような2つの企画展解説書の後者として､全面的に成功しているかどうかと問われれば､もち

ろん内心憧恨たるものがあります｡しかし企画展は､あるときに終わってしまう一過性のイヴェントでは決してあ

りません｡また､そうしてほならないものです｡この出版物は､琵琶湖博物館の企画展をさらに考えていくための

試みの一つでもあります｡

聞き及ぶところによれば､日本列島中にある博物館では1年に1000を超える企画展が開かれているとのことです｡

そのようなところに対しても､この試みとしての出版が何らかの波紋を投じることになればと､これはひそかに願っ

ております｡

この企画展に御協力頂いた多くの方々､さまざまに関心を寄せ意見を下さった来館者の方々に､改めて御礼を申

し上げるとともに､これからのさらなる御協力をお願い申し上げます｡

2003年 3月

琵琶湖博物館館長 川那部 浩哉
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企画展 『湖の船』開催史と博物館活動の中での位置

琵琶湖博物館

用田 政晴

ThePreparationoftheSpecialExhibition"BoatsontheLake"
andRelatedWorkoftheLakeBiwaMuseum

YODAMasaharu,LakeBiwaMuseum

1 はじめに

それなりの予算と時間､そして何よりも知恵と体力

を尽くして計画 ･施工する博物館の企画展示も､終わっ

てみれば一夜の祭りのようでもある｡

滋賀県立琵琶湖博物館では､『湖の船一木造船にみ

る知恵と工夫-』と題した企画展を1999年 7月20日の

海の日から11月23日までの約4カ月にわたって開催した｡

この企画展開催には､1996年10月の博物館開館以前

にさかのぼる前史があり､博物館の常設展示と密接な

関係を持ちつつ､日常的な博物館活動の中で企画展示

を位置づけ､開催にこぎっけたものである｡

琵琶湖博物館も県の財政難や博物館の研究事業とし

ての総合研究､共同研究の成果発表の第-の場として

いこうという理由や意向から､99年度より企画展示は

年一回限りとなった｡かといって､担当スタッフや予

算が充実されるわけではなく､むしろ年々､従来以下

の規模で実施せざるを得なくなった｡しかしながら､内

部､外部を問わずそれへの期待は大きいものがあった｡

ここでは､企画展の開催に至る日常的な博物館活動

の位置づけとその体系､企画展の特徴や展示手法の新

しい試みなどについて紹介していくことによって､今

後､同種の企画展のために生かせる素材､あるいは資

料としていきたい川｡

2 企画展の準備段階

(1) 琵琶湖博物館の開館以前

琵琶湖博物館の2階にある常設展示室 『人と琵琶湖

の歴史展示室』の中心資料は､半世紀ぶりに建造され

た丸子船である｡

丸子船は､近世初頭から戦前に至るまで､琵琶湖輸

送の主役を担った帆走木造船で､そのへイタ､オモギ､

カサギなどは非常に特徴的なものであり､琵琶湖の船

の典型でもあるといわれている｡ この丸子船を琵琶湖

博物館の常設展示の目玉資料の一つとして復元を計画

したところから､今回の企画展示の準備も始まったと

言っても過言ではない｡博物館の基本構想を検討中の

ことであるから､14年ほど遡ることになる｡ ただ､実

際に､復元のための具体的な事務作業をはじめたのは

1992年のことである｡

まず､丸子船建造の経験がある琵琶湖の船大工探 し

からはじめた｡今も現役で､百石積みの大きな船を造

れる船小屋を持ち､将来にわたってその技術を保存で

きるよう､若い継承者と共にその作業にあたっているこ

とが望まれた｡そして､これらの条件を満たしていたの

は､大津市本堅田で今も子息と共に造船業を営む松井

三四郎さんただ一人であることが判明した｡松井さん

には3年をかけて実際に湖で使用できる船の建造をお

願いし､民俗学者橋本鉄男先生を代表とする丸子船復

元指導委員会の監修のもと､出口晶子先生を中心にし

て､その復元過程の文字や映像による記録化を図った(2㌧

一方､琵琶湖とその周辺に現存する伝統的木造船の

所在確認調査も行った｡その結果､1993年には､琵琶

湖周辺において667隻の木造船を確認 したが､ 日常的

に使用されている船はごくわずかで､全体の4割は､

もはや船と呼べるような状態をとどめていなかった(3)｡

こうした中､実物の木造船や舵､櫓などの船具の収

集事業は､県教育委員会､特に文化財保護課の長谷川

嘉和さんらの努力によりにより1979年から長期にわたっ

て進められていたが4)､それを引き継ぐように､琵琶湖

博物館においても船や船具に限って収集を進めた｡そ

の結果､実物の船14隻､舵24点､櫓25点の他､帆など

の資料を収蔵するに至り､今回の企画展の基礎資料と

なった｡
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(平面図1:下部構造)

(平面図2:上部構造)

図1 百石積み丸子船

こうして完成した丸子船は､開館を2年後に控えた

1995年3月､琵琶湖博物館の開館プレイベントとして

大津市本堅田の船小屋での進水と湖上航行､そして博

物館に隣接する烏丸レイクポートで一般公開を2日間

にわたって行った｡また､この時に合わせて､半世紀

ぶりに復活した丸子船の復元過程をまとめた冊子を来

場者に配布した(5)｡

一般公開後は､建設中であった琵琶湖博物館の2階

の大型資料搬入口から丸子船の搬入を行い､展示室内

に設置した｡

(2)博物館の開館した後

開館を目前にした1996年10月11日に､博物館建設準

備委員会委員であり丸子船復元指導委員会委員長でも

あった橋本鉄男先生が急逝された｡先生は 『丸子船物

語』と題した原稿を執筆中であったが､原稿用紙20枚

程度を書かれたところで病に倒れられたのであった｡

そこで､先生のこれまでの丸子船に関する論文等で

補う形で筆者が編集を行い､先生の一周忌にあたる

1997年10月に同じ題名の絶筆本を出版することができ

た(6)｡また､先生のご遺志で､書斎の 1万冊以上の蔵

書を博物館に寄贈いただくことになった｡そこで､書

斎での蔵書調査を同僚の学芸員中藤容子さんが中心に
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なり､筆者も手伝いながら2年間にわたって行い､橋

本先生のご遺志は企画展においても紹介コーナーを設

け､先生の業績と共に紹介と顕彰を行った｡

さて､我々の予想に大きく反して､博物館開館 1年

で約120万人の来館者を迎え､丸子船の展示コーナー

に､新たに伝統的木造船に関する ｢交流デスク｣を設

けた ｡

これは､展示室の真ん中にある丸子船を見た来館者

が､さまざまな感想や思い出話を展示交流員と呼ぶス

タッフに話をされていくことが多く､この情報の記録

化を図るために設けたコーナーである｡ かっての琵琶

湖の船や港はどんな様子だったかを書き込んでいただ

く用紙と魚を入れるトロ箱をイメージした机､椅子を

用意したもので､2年で700件近くの情報が得られた｡

この来館者から得られた多くの情事削ま､1998年6月の

琵琶湖博物館研究発表会において 『湖上交通史の特質

と丸子船の意味一琵琶湖博物館 ･丸子船交流デスクで

の活動をきっかけに-』と超してとりまとめ(7)､後の

企画展開催にあわせて刊行した 『信長 船づくりの誤

算一湖上交通史の再検討』という単行本にその内容を

盛り込んだ(8)｡この単行本は､企画展図録を補う副読

本として計画し､開催初日に間に合わせたものである｡

博物館活動の成果を元に､新たな視点で湖上交通史を



写真1 丸子船交流デスクと展示交流員

(後ろが百石積み丸子船)

見直し､その評価を行ったもので､刺激的なタイトル

とも相まって売れ行きも好調であった｡

一方で､船大工のライフヒストリーをまとめた学芸

員牧野久実さんの成果は､1997年6月に開催した 『世

界古代湖会議』と呼ぶ国際会議で発表され､その英文

の論文集は後にベルギーの出版社から刊行された(9)0

このことをきっかけにして､伝統的木造船の研究者で

あるアメリカの博物館学芸員と研究交流が始まりつつ

ある｡

3 企画展の実施

(1) 展示のあらまし

企画展 『湖の船』では､使う場所や目的にあわせた

伝統的な木造船を紹介し､そこに見られる人びとの知

恵と工夫に焦点を合わせるため､たくさんの船の道具

や世界の湖での船の資料と比較しながら､琵琶湖独特

の伝統的な木造船の数々を見ていくことにした｡

このため丸木舟の革命ともいうべき古墳時代初頭の

準構造船を､木組みや材料も含めて正確に復元した｡

また､紀元前後の頃の所産と考えられている西アジア･

ガリラヤ湖で発掘された古代船も現地イスラエルで復

元製作し､企画展開催の2週間前に日本へ到着した｡

ロシアのバイカル湖､五大湖の一つエリー湖､ヨー

ロッパのレマン湖､アフリカのタンガニーカ湖､南米

のチチカカ湖などの伝統的な船の模型も長年にわたっ

て博物館学芸員の手によって収集されており､これら

をまとめて紹介することができた｡常設展示の資料を

違った角度七企画展に利用したことになった｡

(2)展示室をとび出した企画展

博物館の玄関にいたる歩道沿いのフラッグ･ポール

では､伝統的な船の帆をイメージしたのぼりで企画展

の紹介をし､企画展への期待の高揚を図った｡その他､

企画展示室からとび出た展示もいくつか用意した｡

博物館のエントランスホールを入ったところのアト

リウムでの長さ13mを超える漕艇用の船もそのひとつ

である｡

｢われはウミの子､さすらいの-｣とはじまる唄で

有名な琵琶湖周航に使われた固定席艇 (フィックス)

で､これをホールの真ん中に置いて､2階の廊下部分

からも､かって若者が燃えた琵琶湖周航に思いをめぐ

らしていただこうと意図した｡この資料は､筆者の母

校である高校で昭和40年代まで使われていたもので､

かつて実際に漕いだこともあるものだったため､感慨

深いものでもあった｡これは2艇入手し､1艇は現状

のまま､展示したもう1艇は､現役の頃のように塗装

をやり直してかってを再現した｡

また､琵琶湖博物館の常設展示室 『人と琵琶湖の歴

史展示室』では､製作した丸子船を見ていただいてい

るが､そこでは帆柱に比べて天井高が足らず､またそ

の帆があまりに大きすぎていっも少し丸めている｡今

回は､この帆が風をいっぱいに受けた状態を再現して

ホールで紹介することにした｡また丸子船という名前

は､その断面が丸いためともいわれているが､丸子船

の実物大の断面模型を本物の材料で松井さんに作って

いただき､その帆や帆柱と組み合わせてアトリウムに

展示した｡

(3)展示手法の特徴

当初から､記念講演会は船大工の松井三四郎さんに､

身近な形でやっていただこうと考えており､その時の

ステージにもなる物見台を企画展示室の奥に設けた｡

多くの船を一望し､また大きさの違いを感じとるため

のものである｡ 鳥羽市にある ｢海の博物館｣の収蔵展

示室を真似たものである｡

壁付きの展示ケースガラス面には､デジタル写真を

焼き付けたフイルムを一面に貼り､内部の照明によっ

ていわゆる行灯風にした｡また､企画展限りの消耗品

を可能な限り排除し､リースや再利用可能な材料を極

用いた｡例えば､舵や櫓を展示した木組みの台は､そ

のままの形で収蔵庫に納め､特設のステージも工事用

の仮設足場であった｡
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図2 企画展示室のようす (イメージ) 実物の船23隻､船模型28隻､舵24本､櫓25本､碇1個など
を展示｡

その結果､展示工事経費のおよそ半分は､後の博物

館資料や素材として再利用可能な形のものとして企画

展示終了後も博物館に残すことができた｡このことに

よって､常設展示の管理予算では到底入手できない博

物館の財産をいくつか入手することができた｡

(4) たくさんの印刷物

企画展の図録は､企画展終了後も資料として残るよ

う､展示資料の詳細な実測図を掲載 した(10)｡ この資料

の実測は､従来の民具実測の方法にならわず､考古資

料と同様に行ったため､ほぼ4人がかりで3カ月かかっ

てしまった｡図録には､実物の船のほか､模型の船､

舵､櫓､碇､その他の船道具など計123点を収録でき

たが､写真の保存のため紙質にもこだわったため､結

果的に一般-の販売価格は高くついてしまった｡

この図録と先に紹介した副読本を企画展初日に同時

に刊行し､丸子船と木造船所在調査の2冊の報告書共々､

展示 ･閲覧コーナーを企画展示室内に設けた｡

(5)記念行事の新しい試み

また､企画展開催中の10月23日､『琵琶湖最後の船

大工 松井三四郎大いに語る』と題した講演と特別展

示解説を企画展示室特別ステージで行った｡松井さん

4

展示スペース555m2

の講演は､ご子息の三男さん､復元記録を担当した出

口晶子先生を交えながら､学芸員牧野久実さんの進行

による質疑応答方式で実施したが､非常に話術巧みな

職人さんに聴衆は驚き､好評であった｡詳しくは､本

書の別章を参照していただきたい｡

4 企画展につながる博物館活動

その前史を含めると6年にわたる企画展のための活

動を紹介してきたが､結果的にその準備作業は､丸子

船の製作 ･復元およびその記録調査､伝統的木造船所

在調査と船 ･船具の収集という二つの調査 ･研究を柱

に展開してきた｡

そして3回にわたる一般向けの企画展のプレイベント､

5冊の研究調査報告書と企画展図録を含めて3冊の本､

計8冊もの印刷物を刊行してきた｡調査の結果を可能

な限り印刷物で､随時､公表してきたっもりである｡

また､企画展をきっかけに準構造船や西アジア古代

船､丸子船断面など後に残る資料も得られたし､図録

も資料として意味あるものを作成することができた｡

一方で､民俗学関係を中心とする1万点を超える蔵

書の寄贈を受けることの紹介の場にもなり､若干の新

しい展示手法の開発も行えた｡

ただ､資料や情報の提供以外の地域住民参加の活動



⊂ ]行事 匡 ヨ 印刷物

図3 企画展開催の体系 (数字は本文註に対応)

が不充分であった｡例えば､丸子船の名前も公募しよ

うとしたことがあったが､実現には至らなかった｡企

画展開催中の記念行事も船大工の講演会および大津市

歴史博物館との共催の見学会しか行えなかった｡理論

的には､博物館開館前の段階まで含めて､木造船保存

の意義が自分なりに未整理であったため､収集 ･保存

の方針が固まらず､また展示資料の選択も即物的になっ

てしまった｡

博物館開館準備作業も含めた中での時間と手間の限

界であったが､次回､大がかりな企画展を担当する際

には､とにかく ｢よくこれだけ集めて網羅できたな｣

｢こんな内容のある企画展図録はみたことがない｣ と

いわれるようなものにしたい｡つまり､その展示の意

味は､それぞれの来館者に任せ､可能な限りその素材

をくまなく提供できる場にする事である｡ そのために

は､時間的に充分な余裕を持って進めることが必要か

も知れない｡
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企画展示 『湖の船一木造船にみる知恵と工夫-』記念講演会
『琵琶湖最後の船大工 松井三四郎 大いに語る』

Symposium"TheTraditionalBoatBuilderMATSUI
SanshiroandhisLifework"

日時 :平成11年 (1999年)10月23日仕) 午後 2時～4時

会場 :滋賀県立琵琶湖博物館 1階 企画展示室特設ステージ

講師 :松井三四郎 (船大工)

松井 三男 (船大工)

出口 晶子 (関西外国語大学)*現所属は甲南大学

進行 :牧野 久実 (琵琶湖博物館)
(所属は当時)

(編集 :用田 政晴 (琵琶湖博物館))

写真2

第 1部 講演会

■牧野久実

皆様､こんにちは｡琵琶湖博物館学芸員の牧野と申

します｡

ただ今より､企画展示 『湖の船』開催記念講演会

｢琵琶湖最後の船大工 松井三四郎 大いに語る｣をは

じめさせていただきたいと思います｡

最初に､当博物館館長 川那部浩哉より皆様にご挨

拶申し上げます｡

■川那部浩哉館長

川那部でございます｡この講演会においで頂きまし

た皆さん､有り難うございます｡

写真3

お手元に 『瓦BAN』と 『うみんど』 もございます

し､その以外でもご存じだと思いますけれど､この2

階のB展示室の真ん中には丸子船がございます｡

丸子船は､昔から琵琶湖で活躍してきました｡意外

にも､ごく最近までちゃんと動いていたということで

あります｡

ところで実際にこの丸子船が以前に作られたのは､

もうかなり昔の話のようでして､その時にお作りになっ

たのが松井三四郎さんです｡松井さんにお願いいたし

まして､この博物館の2階の展示室に展示するために

丸子船を作って頂き､堅田からここまで､一度だけ湖

面を走らせ､館内にあげたというものでございます｡

その松井三四郎さんに作って頂きます過程で､いろ

いろなことをお聞きしたり､あるいはビデオに撮った
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写真4 館長あいさつ

りしながら作ってきたわけです｡その過程で息子さんの

松井三男さんが初めてこの丸子船を作ることを手がけ

られまして､きっと次にまだ丸子船を作るというような

ときには､三男さんに作っていただける､いわば伝統技

術を後世に残せた､そういうその喜びもありました｡

実は今回の講演会の題は私は気に入らないのです｡

｢琵琶湖最後の船大工｣というのは､むしろこれから

次々とたくさんの方に､伝承しながらつなげることの

できるそうした継承をされる最後の方という意味だと

存じます｡

今日は展示室の丸子船はやかつての木造船について､

いろいろとお話をいただけることと楽しみにしており

ます｡

■牧野

続きまして､本日の講演会の出席者を紹介させてい

ただきます｡また､簡単な経歴も併せてご紹介したい

と思います｡

私のすぐ左にいらっしゃる方が松井三四郎さんでご

ざいます｡大正2年､1913年のお生まれで､12歳の時

に大津市堅田の杢兵衛造船所の弟子入りし､船大工と

しての修行を積まれました｡

主に戦前まで木造船の建造に携わり､現在も堅田で

造船業を営んでおられます｡当博物館の常設展示室の

丸子船や､企画展示室の模型の丸子船､漁船や田舟の

模型も製作していただきました｡

本日はかっての琵琶湖の木造船に関わるお話をご自

身の体験に基づいて語って頂きたいと思います｡
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写真 5 特設ステージ

次は松井三男さんです｡松井三四郎さんのご子息で

いらっしゃいます｡

昭和22年､1947年のお生まれで､お若い頃より鋼船

やFRP(強化プラスチック)船の建造に携わってこ

られました｡

丸子船の復元製作では､三四郎さんをお手伝い下さ

いました｡三男さんにとって丸子船の建造は､この時

が初めてだったと伺っております｡後ほどその時の感

想等についてもお聞きしたいと考えております｡

最後になりましたけれど､出口晶子先生は関西外国

語大学の助教授 (現在､甲南大学教授)でいらっしゃ

います｡大学では琵琶湖を中心､にした民俗学や地域文

化研究を教えておられます｡

伝統的な木造船やかつての水運をめぐる人や文化の

移り変わりについて長くご研究しておられ､『日本と

周辺アジアの伝統的船舶』や 『川辺の環境民俗学』と
いうご本を始め､琵琶湖では 『舟景の民俗』など多数

の業績がおありです｡

琵琶湖博物館では博物館準備室の頃より丸子船の復

元記録調査に熱心に取り組んでいただきまして､その

成果をまとめていただきました｡

本日は様々なご経験や松井さん達のお話をもとに､

琵琶湖の船に関する統括的なお話を頂きたいと思います｡

それから私でございますが､この琵琶湖博物館の学

芸員の牧野久実と申します｡本日は進行を努めさせて

頂きますのでどうぞよろしくお願いいたします｡

では､あらためまして松井三四郎さんのプロフィー

ル ･経歴に関してお伺いできたらと思います｡

12歳の時 (大正14年)に船大工として弟子入りされ

たとお聞きしましたが､弟子入りのきっかけというの

は何かございますでしょうか｡



■松井三四郎

実は､私の叔父が同じ造船所に弟子入りしておりま

した｡また､私と同い年の子供も修業していました｡

吉川 (中主町｡以下､( )内は編者による註)にあっ

た石塚造船というところにいた人に ｢お前も船屋やれ｣

と言われて杢兵衛造船所に行ったのです｡

■牧野

ご親戚が一緒におられたという事で､それがきっか

けで弟子入りされたということですね｡特に船に興味

をお持ちだったとかいうことはありますか｡

1松井三四郎

まだ子供だったんで､船に興味があるという事はな

かったですね｡

■牧野

どこかでは､手に職をっけられるというか､そうい

う事を目的にして弟子入りされたということですか｡

写真6 松井三四郎さん (左)と松井三男さん

■松井三四郎

まあ､そういう事なんです｡

■牧野

初めてそういう所に行かれて､修業中ご苦労なさっ

た事とかありますか｡

■松井三四郎

苦労は朝が早いことです｡朝6時には起こされて､

8時まで朝仕事といって､畑仕事をしたり､工場の掃

除をしました｡それから朝御飯を食べたらすぐに職場

の方へ行きました｡朝が早いのと晩が遅いの､これが

一番っらかったです｡

■牧野

船の作り方はどなたに教わったんですか｡

■松井三四郎

教わるというか､手をとって教えてもらうという事

はないのです｡見て習うのです｡人の仕事を見て､自

分でそれをまた ｢ああ､あの人はこういうふうにして

るけれども､こういうふうにした方が早いことないか｣

とか､｢きれいにできるのと違うか｣ とか､そういう

事をまた自分で考えていろいろと試してみるんです｡

■牧野

当時､その造船所にはどのくらいのお弟子さんがい

らっしゃったんですか｡

■松井三四郎

かなり人が入れ変わったりしましたが､私が入った

時には8人か9人はどおりました｡

■牧野

一緒に入られた方以外の方は､みなさん兄弟子さん

でしたか｡

■松井三四郎

私の叔父が一番の兄弟子でした｡その叔父はもう杢

兵衛を出て自分で商売しておりました｡その下が私よ

り22才上で､まだ杢兵衛で給料をもらって仕事をして

おりました｡その人､そしてその人の下に一つ二つほ

ど下の人､その方らと一緒に仕事をしたんです､三人

で｡丸子船もその人らとやりました｡

だから､その人らの仕事をするのを見たり自分で考

えたりいろいろと頭ひねったりして稽古したんです｡

写真7 作業中の松井三四郎さん
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■牧野

どういう木造船を作っておられたのですか｡

■松井三四郎

私らの習いの時分は､それは昭和の始めですが､そ

の頃は堅田 (大津市)に東洋紡績というのができまし

た｡そこへ砂を運ぶ船を一番たくさん作った時です｡

また百姓船､漁船いろいろなものを作ってきました｡

{牧野

丸子船もその頃に何隻か作られたそうですが､何隻

くらい作られましたか｡

■松井三四郎

杢兵衛にいる時分は､丸子船は5-イだったと思い

ます｡5-イだけれども､最初の3-イ程というのは

まだほんの手伝うというくらいの程度でした｡

実際､手をかけたというのは､あとの2-イ位のこ

とです｡

雷牧野

皆さんの中でまだこの常設展をご覧になってらっしゃ

らない方もいらっしゃるかもしれませんので､少しだ

け補足いたします｡

丸子船というのは琵琶湖で戦前まで琵琶湖の輸送の

主役であった船なんですけれども､小さいものから大き

いものまであります｡このB展示室常設展に置いてあり

ますもので､だいたい百石積みの中程度のものです｡

ですから､他の漁船ですとか砂利を運ぶ船､百姓船

いわゆる舟帯船というものからすると割と大きいもので

すよね､丸子船というのは｡

■松井三四郎

でも丸子船より大きいです｡この砂利を運ぶ船は｡

1牧野

砂利を運ぶ船の方が大きかった?

■松井三四郎

丸子の倍以上あります｡幅でもおおかた4メー トル

程です｡丸子の約2倍です｡深さも約1倍半あります｡

■牧野

その当時､丸子船作りのお手伝いをされていたとい

10

うことなんですけど､どのくらいの人数でどのくらい

の時間をかけて､例えば百石積みの丸子船は作れるも

のなのでしょうか｡

■松井三四郎

昔は朝が早いのでちょっと仕事ができるようになる

と弟子達は皆朝6時から晩の10時頃まで働くのです｡

だから､丸子船は ｢400人手間｣というようになって

いました｡

ですが､400人といっても今の時間ですと､その倍

働いていたのです｡今じゃとても.じゃないがそんなふ

うにはいきません｡ 機械もありますし道具ができてま

すけれども､やはり延べ400人ではおさまらないです｡

■牧野

中ぐらいの丸子船一杯を作るのに400人位の手がか

かるという事ですね｡

■松井三四郎

本当の船大工だけの手間なんです｡400人というのは｡

昔は山には木を切る職人がいて､山から木を持って

帰るのは運送屋､また製材は製材屋が引いてくれる｡

そして､その材料が大工の手に渡ってはじめて大工の

仕事になります｡

でも今ではそういう職人達はおりません｡ ですから

博物館の丸子船を建造した時は､-から十まで全て自

分でやりました｡山も自分で行き､また製材も自分で

やるわといってやったので｡

写真8 船小屋に運び入れる材料と松井三四郎さん

『牧野

昔は船大工さんが材料を手にするまでに､いろんな

人達の働きがあった｡そして船を作るだけの手間とし

て400人もの手間がいった｡



今だったらもっとかかるだろうという事ですね｡

■松井三四郎

そうですけれど､前は時間にするとほとんど倍です

けど､今はいい道具ができていますので､ほとんど延

べ540-550人で終わると思います｡

■牧野

先ほどから少しお話が出てますけど､琵琶湖博物館

の丸子船を建造したご経験についてお聞かせください｡

実はこの丸子船の製作は平成4年から調査の期間を含

めて約3年間かけているのですけれども､そのお話が

初めて松井さんの耳に入った時､どのように思われま

したか?もう半世紀ぶりの話だったと思いますが｡

■松井三四郎

初めてその話があった時は､用田さん (琵琶湖博物

館学芸員)からでした｡4年後に開館とかいう話で､

私も80歳に近かったので二の足踏みました｡というの

は､4年先まで私が78にも9にもなってるのに､私の

身体がどこまでついていけるか､そう心配したのです｡

とてもじゃないが3年も5年も先にというと引き受

けることができないからといってたら､それで一度帰っ

てくれました｡

でも､2回目に来てもらい､すぐ作って欲しいとい

う話をしてくれて､それで引き受けたのです｡

■牧野

最後に丸子船を作られたのはおいくつくらいの頃で

~したか｡

■松井三四郎

戦前で､私が二十歳くらいだったと思います｡

■牧野

そうするとやはり半世紀ぐらい作る機会はなかったと｡

t松井三四郎

なかったです｡それから戦時中に杢兵衛を出て､自

分でまた他の商売をやり､召集を受けて戦争にも行き

ました｡だから､博物館の丸子をするまでは､長い間

やってなかったのです｡

■牧野

たしか今回の丸子船の復元に際しては､昔の道具を

使って頂いたのですが､昔の丸子船作りの道具をお持

ちだったということですか｡

『松井三四郎

砂船だとか大きい船を土船といいましたが､その土

船を作るには丸子船と同じ道具が必要なのです｡だか

ら､この博物館の丸子をするまでの､25年か30年､釘

も道具も残していたのです｡

写真9 保存していた船釘を手入れする

■牧野

でも､道具があったらすぐ作れるというわけではな

いとように思います｡50年ぶりの丸子船の製作で､作

り方をよく覚えていらっしゃいましたね｡

■松井三四郎

私は大概のものはみな覚えています｡

50年近く経ってた田船でも自分が一度こさえたもん

やと､あの船はこうだったああだったということが頭

に浮かんでくるんです｡

t牧野

今回は図面を元に作っていただいたのではありませ

んね｡ こちらでお願いして､丸子船の図面を初めて作っ

ていただいたのですが｡

■松井三四郎

昔は設計図というものはないのです｡丸子にしろど

んな船でも｡

■牧野

どうしてですか｡
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■松井三四郎

みな先にできているのを見て､その寸法をとって､

それでやっていくのです｡

■牧野

あらためて図面を作ってくださいとこちらからお願

いした訳なのですが､とまどわれましたか｡

■松井三四郎

いや､図面は私が商売してからは､みな引き受けて

ましたし､また杢兵衛で私が長年棟梁もやり､設計か

ら材料をみな私が3年あまり引き受けていました｡兵

隊に大将をとられたのでその留守を守ったのです｡

■牧野

先ほどから博物館の丸子船について製作についてお

話が進んでいますが､

ちょっとここで出口晶子先生にお尋ねします｡半世

紀ぶりに丸子船が製造されました｡丸子船復元委員会

で伝統的木造船の専門家としてその経過をっぶさにご

覧になられました｡きっといろんな心配事とか不安に

思われたこととか､また新たに発見された事とかおあ

りだろうと思いますが､何かそのあたりをお話してい

ただけないでしょうか｡

写真10 左から松井三四郎さん､
松井三男さん､出口晶子さん

■出口晶子

今振り返ってみましても､今回の復元の仕事という

のはいろんな意味でよく実現できたなと思っています｡

それは別の言い方をしますと､この機会を逃せばで

きなかったのではないかということです｡つまり皆さ

ん方の最後という自覚､これがもう最後の機会である

というその 日 .覚がプロジェクト全体を大きく推進させ

たように思います｡
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93年の始めからこの記録作業が始まったのですが､

松井さん覚えておられますか｡一番最初に櫓を作ると

ころから始まりましたよね｡ いよいよ今日から仕事が

始まるということで伺ったときに､松井さん目に怪我

をされておられました｡

｢どうしたのですか｣とお聞きしますと､｢昨日､夜

遅くまで酒を飲んでいて､帰ってくる途中自転車で転

んだ｣､とおっしゃいました｡それほどお元気だととっ

ていいものか､それともこれから先､ このプロジェク

トは船出したわけですが､どうなるだろうといろいろ

考えたものです｡こうして93年から製作と記録が始まっ

て､先はどこの機会を逃せばと言ったことの意味は､

まさに半世紀ぶりの製作であることと関係しています｡

この時間の開きというのは簡単には埋められないも

のです｡一つには先ほどお話がありました設計図無し

で修業と経験によって､人の手の中､頭の中に技が残っ

ていくということがまずあります｡

そうすると､人から人へ伝授されなければ､その技

術は持続していかないのでありまして､人間の一生､

松井さんのように90､100まで生きて下さるとよいの

ですが､そう簡単ではない｡結局人の一生のサイクル

と､その重なりあいが大変重要になってくるのです｡

松井さんは先ほど20歳過ぎの時に､棟梁として丸子

船をお作りになられたとおっしゃいましたが､やはり

若くして新進気鋭の段階でその棟梁を経験されたこと

が､今この日を迎えていることもいえると思います｡

つまり､20余年と50年でそれを足すと70余年､この歳

だったからこそ松井さんもお引き受け下さったという

ことでしょう｡例えば50年前に､もし棟梁がいらっしゃっ

て､その棟梁が40歳だったとすると､40プラス50年と

なりますと､90になりまして､それはやはり不可能な､

あるいは非常に難しい年代､時間の開きになってくる

のです｡

つまり､人と人との経験の重なりがなければ､こう

した職人の仕事は引き継いでいかれない訳であります

ので､その意味で同時代を生きて同じ経験をする事の

重要性を､この復元を通して私は学んだ次第です｡

先ほど松井さんは､自分の兄弟子に当たる人は20歳

上と22歳上の人だったといわれました｡ここにもまた

重要な意味があると思います｡といいますのも伊勢神

宮の遷宮､あれは20年おきに実施されております木造

建築です｡その木造建築の技術は壊れていなくても､

まだしっかりしていても20年で遷宮するしくみです｡

これはまさしく人間の寿命と人伝いによる技術の継承



を考慮して､生み出された時間の幅であるといえます｡

その意味においてもう一つ例をあげますと､出雲に

はモロタブネという､年に一度船こぎ神事に使う有名

な丸木舟があるのですが､それはだいたい40年に1回

作り替える｡ 古びてなくても40年に1回作り替えるこ

とが習わしになっています｡船の耐用としてはそれで

よいのですが､次どうやって作るかという点では危な

い状況を迎えておりまして､その事を考えますと､先

程言った20年というサイクルは､確実に技術を引き継

ぐ上でとても意味深いと思います｡

松井三四郎さんと息子さんである三男さんの年齢差

は35年位でしょうか､35年という年齢差で今回､技術

継承がなされたという事は幸運でもありましたし､ま

たぎりぎりの年限であったと思います｡

思い返すにつれて､今回の復元プロジェクトは､大

変に恵まれてうまくいったと考えております｡

■牧野

本当にいろんなタイミングの積み重ねの上で､よう

やくできあがった丸子船なのですね｡皆さんのお話を

伺っていて奇跡のような事がなしえたんだなと､そう

いうふうな印象があるのですが､出口先生のおっしゃっ

たモノの継承だけでなく､実はそこに人の継承という

か､そういう事も生まれるというように思うのです｡

技術や情報の継承というのでしょうか､そういう事も

含まれるわけです｡

実は先ほど出口先生もおっしゃられましたけれど､

私共もその丸子船の復元にあたっては､博物館の展示

資料としても非常に人目を引くということで良いかな

とは思ったのですが､そういうような展示資料の製作

という意味でなく､まさに技術の保存あるいは継承を

受け継いで頂くということも意図していました｡

そして松井三四郎さんの場合には､幸いにも息子さ

んの三男さんが家業を継いでおられましたので､ご一

緒に作業をして頂くことができました｡また､残念な

がらこの船が完成してすぐに亡くなられてしまったの

ですが､安井司さんも一緒に作業されておられました｡

そういう意味で､今となっては唯一の丸子船建造技術

の継承者となった松井三男さんにも少しお話を伺いた

いと思います｡

約3年かけてお父さまとご一緒に丸子船作りの作業

をしていただいたのですが､確かその木造船､丸子船を

作るのは初めてだというように伺っております｡どうい

うような思いで作業を一緒にされておられましたか?

写真11 三四郎さんと共に作業をする三男さん

■松井三男

私は木船に関しては経験 ･技術ともにまだまだ未熟

ですし､特に丸子船を作るのは初めてでして､まだま

だ見習うべき所が多々ありました｡

■牧野

どういう点が一番難しいとお感じになられましたか｡

普段は鉄の船ですが､そういうものを作ってらっしゃ

るのですよね｡

■松井三男

難しかったというか､仕事をしていて一番時間がか

かったのがへイタ (軸先の斜めの板)の取り付けとか

ですね｡

■牧野

木を取り扱うこと自体の難しさというか､そういう

ことですか｡

■松井三男

そうですね､角度を合わせたりですね｡

■牧野

先程の話の中にもありましたように丸子船の図面が

なかったので詳細な設計図を書いていただくよう無理

矢理お原臥1しました｡そうしたところ､古いカレンダー

に､｢仕方がないな｣と松井さんが書いて下さったの

ですけれど､その設計図をご覧になって何か感じられ

た事はないですか?

雷松井三男

そうですね､琵琶湖にはいろいろな形の船があるの
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ですが､それらの船を作るのに昔の人は図面なしで作っ

ておられたというのはすごく偉大だと思いました｡

■牧野

再び丸子船を作る機会があるとすればいかがでしょ

うか､自信のほどは｡

■松井三男

そういう機会があれば､是非､挑戦してみたいです｡

■牧野

是非､お願いいたします｡

実は琵琶湖博物館の2階の常設展示室に丸子船とと

もに丸子船交流デスクというコーナーを設けています｡

今､お話しされたような図面にしても､これはお願い

しないと出てこない情報です｡そういった情報が丸子

船をご覧になったいろんな来館者の方々から寄せられ

るようになりました｡あまりにもそういう情報が多い

ので､丸子船交流デスクというものを急速､設けたの

ですが､実はその情報の一部は企画展示室の奥の方に

少し展示してございます｡

先ほど出口先生もおっしゃいましたけれども､なかな

か書き残されないというか､人から人へとでないと伝わ

らないという情報というのが､非常に貴重なのではない

かと思います｡そういう情報がこれまで丸子船交流デス

クに1000人近くの方々から寄せられ､昔の湖上の様子

や船に関する様子というのをお聞きしています｡

松井三四郎さんにお伺いしたいのですが､戦前や戦

後の琵琶湖や堅田の様子を少しお聞きしてもよろしい

でしょうか｡例えば堅田の港というのはどういうよう

な雰囲気でしたでしょう｡

■松井三四郎

そうですね､戦後の堅田の港には､エンジンの付い

た船がたくさんありました｡それ以前はエンジンが無

かったので磯まで船が着きました｡ですが､戦後にな

るとェンジンが付き､ちょっと磯から離れた沖にみな

碇を打って､磯へ引っ張りました｡

戦時中から戦後にかけてしばらくは､これが港かと

いわなければならないようなひどい状態でした｡

そして､30年程前から現在の港のあちらこちらで次々

と琵琶湖開発事業が起きまして､立派な港にな.りました｡
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■牧野

それに対して､戦前のまだいろんな修行をされたり

とか､丸子船を実際に作っておられた港の様子とかほ

どういうようでしたのでしょうか｡

■松井三四郎

船を作ってた頃は戦前ですね｡戦前の港というのは

小さいけれどもたくさんありました｡堅田でも｡今堅

田の灯台の所にもありましたし､また漁港もあって､

琵琶湖の自然の浜にも桟橋がありました｡それから西

ノ切という所にも2ヶ所､小さな港がありました｡港

に船がついているのが3-イか5ハイ位､ついていま

した｡漁港だけはたくさんありました｡

■牧野

丸子船が帆をかけて行き来する様子は､だいたい何

年くらいまでご覧になっていましたか｡

■松井三四郎

そうですね｡終戦後､長命寺 (近江八幡市)から堅

田､山の下､坂本と瓦屋がありました｡その瓦屋の土

を運ぶのに丸子船が帆をかけて走っていました｡それ

は､ここ30年程前まで､終戦後20年余りで､2-3-

イですね｡

私が商売していた終戦後は､まだたくさん丸子があ

りました｡その丸子を私は相当数修繕 しました｡北は

塩津 (西浅井町)のもやりましたし､また能登川町の

出在家というところには漁港がありました｡ バラス

(砂利)を取って､それを大津方面へ運んでやりました｡

風が吹くと私の所の港まで帰ってきて､私の港でみ

な泊まられます｡

私の所にあがってご飯を炊いたり､いろいろとお茶

を沸かすのに水をくみに行って､私の所の前で風が吹

くと一晩泊まって､あくる朝になると､景色 (天候)

がいいと朝早く帰られました｡

私は丸子の修繕は終戦後もたくさんしています｡数

知れないほどしています｡

』牧野

修繕をするとかなり長く丸子船というのは使えるよう

になりますが､だいたい何年くらい使えたのでしょうか｡

■松井三四郎

丸子船は手入れ次第です｡ずっとお米だとか割り木



を積んでる船は､長いこと使えるのです｡でも､砂利

ですとか石､庭石を堅田から少し北へ行くというと､

和適 (志賀町)それに木戸 (志賀町)､小松 (志賀町)

の船は丸子はみな石を積みました｡石を積む船は割合

に寿命が短いのです｡

石を落としたり､傷もっくので｡ そういう船は､ま

だ木もそう腐っていないのに船がゆるむという事があ

りました｡お米を積んでいる船でしたら､80年位は十

分使いました｡

■牧野

ずいぶん､使い勝手が良かったのですね｡今のお話

の中で堅田に戦後しばらくは､かなり丸子船が停泊し

ていた事ですとか､風がないときに少し堅田にそうい

う船だまりができて､船頭さん達が一晩泊まっていた

りというお話もありました｡

丸子船というのは帆かけ船なので､風がある時はそ

のままずっと湖を行くことができるのですが､風がな

い時は､結局､風待ちをしまければならないのです｡

そういう事を考えると､今の堅田の港とはかなり変わっ

た様子を思い浮かべることができるのですが､たしか

出口先生が最近 『舟景の民俗』という本の中で､ウミ

の視点というような事を少し書かれていたと思います｡

今の松井さんのお話は､また普段私たちが生活して

いる視点というのは陸からの視点であって､それに対

してのウミの視点､水辺からの視点､水上で生活する

人達からの視点というのが以外と非常に重要ではない

かというようなお話をされています｡また､今までは

堅田のお話が中心だったのですが､出口先生は湖北の

尾上 (湖北甲)の唯一の丸子船の所有者である山岡佐々

男さんのお話を聞かれたり､またそれに関して詳細な

調査をしていらっしゃいます｡そうした湖上のかつて

の様子だとか､伝統的な木造船の果たした役割､そう

いったことに事について何か感想をお持ちですか｡

『出口

先ほど､松井さんは大正2年生まれと紹介されまし

たが､湖北の尾上にいらっしゃる山岡佐々男さんはそ

れより4才若い大正 6年のお生まれです｡

やはり80を過ぎておられる方なのですが､80過ぎま

で現役であるというお姿を見て､こうありたいと我々

も願うところです｡しかし誰もがそうできるという訳

ではない｡山岡佐々男さんは今もって現役最後の丸子

船の船頭さんなのです｡

彼が今までどのようにして丸子船の船頭をなさって

こられたか､それを振り返ってみました時に､やはり

この方に関しましても､大変まれな人である｡ 本人の

才覚という事ももちろん関係していますし､丸子に対

する愛着もそうですし､水運に対する執着についても､

人並みではないなとお話を聞いている中で思ったわけ

です｡といいますのも､丸子船の場合､先ほど松井さ

んがお話下さったように､修繕は戦後もたくさんあり

ました｡しかし､新造はほとんどなかったのです｡

戦中戦後の時代は闇取引の運搬であるとか､そうい

う事も含めまして薪やさまざまな生活物資を運ぶのに

丸子船が大活躍します｡

今まで船に携わらなかった人達も､にわか船頭になり

ました｡琵琶湖の事を土地の皆さんはウミとおっしゃい

ますが､ウミに出れば何とか当座の生活はしのげるとい

うことで､こぞってたくさんの方がウミに出られました｡

これはおもしろいことに全国的な傾向でありまして､

あちこちで船大工さんにお話を聞きますと､今振り返っ

てみて､戦後の一時期が一番船作りのブームだったと

おっしゃいます｡

結局復員してきた方々が魚釣りで何とか生活をした

いと考えられて､まずは船を作って魚を取ってこいと

いう事があちこちの海や川､そして湖でも生じました｡

ただし､いかんせん丸子船の場合は先はど400人手間

というお話がありましたように､また別の表現では船

頭さんいわくは ｢ぐるり庇のある母屋普請｣というく

らいお金がかかるわけです｡高価であり､また一世一

代の買い物になりますので､そう簡単に兵隊から帰っ

てきて､すぐに新造船を作ることなどとてもできなかっ

たのです｡そのため中古船をもとめ､修繕に修繕を重

ねてウミに出る方法で成り立っていた訳です｡

最後の丸子船の活躍していた戦後の時代というもの

をながめてみますと､瓦土を帆走する丸子船があった

というお話がありましたが､瓦土を長命寺 (近江八幡

市)から坂本まで運ぶ､そういう運搬が栄えます｡そ

して､石はちょっと前にダメになっておりましたが､

それ以外では燃料資源の薪と柴が湖北から運ばれてお

りました｡

おもしろいのは帆走丸子はどちらかといえば琵琶湖

の南側で残っていたことです｡近江八幡の長命寺で最

後に残って､そして湖北の船頭さん達は案外早くに動

力船に切り替えております｡特に山岡さんにお話をお

聞きいたしましても､帆走はもう自分のお爺さんの時

代であるといわれ､昭和の始め位の記憶としてその事
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を覚えておられるという程度でありました｡

湖北の場合は大正の終わりから昭和の始め頃に､ も

はや動力化が進んでまして､それで長距離を移動して

いたのです｡さて山岡さんのお話の中で私が以前とても

感銘を受けたお話がありました｡在所である湖北の尾

上と目的地の浜大津は対岸になるとおっしゃるのです｡

対岸と我々が想像してすぐに思い浮かべられるのは､

東西方向の対岸｡これはなるほどと思えるわけですが､

縦方向で､ここが一番琵琶湖の中で長い距離の対岸だ

とおっしゃいます｡それは距離にしますと直線で55

km位あります｡

そうすると､大阪から大津間､それ位の距離を自分

の目で見られる対岸として､墨を打ったように真っ直ぐ

だといい､そういう意識を持って活動されていた｡ここ

には ｢ウミの視点｣が端的に表れていると思います｡

生活する中で対岸の人や物を意識するという事柄は､

こうした水上交通なくしては成り立たなかったのでは

ないかと思っています｡

■牧野

いろいろな興味深いお話をありがとうございました｡

船頭さんの意識というのがどういうように環境を認識

するのかというお話を頂きました｡丸子船が帆船から

動力化されて､その後にはなくなってしまうのですが､

そういう一連の過程の中で､一言で ｢陸上交通が発達

したからなくなってきたんだよ｣と､｢使われなくなっ

てきたんだよ｣という非常に直線的な説明がされがち

です｡しかし､出口先生のお話にあったような船頭の

思いというのもありますし､また経済の複雑な絡みと

いうのもあります｡一言では説明できないいろいろな

問題が絡んでいるという事がわかったと思います｡

まさに丸子船一つでこれだけいろいろな話が出てく

るという事で､モノというものはすごいものだとあら

ためて実感した次第であります｡

せっかくですので､ここにお越しの皆様にも質問､丸

子船を見られた感想などを是非､伺いたいと思います｡

第2部 質疑応答

■Q
浜大津から来たAと申します｡

大変貴重なお話を聞かせていただきましてありがと

うございます｡

16

少し単純な事なんですけれど､この船の先の方､側

板の所に黒い帯状の物これは金属製の板のようなもの

と思えるのですが､よくテレビなど見ても出てくるの

ですが､一体これはどういう目的でこれがこういう形

で作られているのか､お聞かせ願えたら幸いです｡

■松井三四郎

この黒い銅板なのですが､これは今は何の役立ちも

していません｡ いわゆる船の化粧なのです｡だからそ

れを貼ったけれど､貼らなかったけれどというような

事はないのです｡

■Q
という事は､グレードが高い船､低い船というのは

実はあったのでしょうか｡

■松井三四郎

いわば良い悪いという事ですか｡それは材料によっ

て､良い悪い､値段もころっと違うのです｡やはり一

番良いのというと､総槙､つまり全部槙で造ると普通

の値の3倍位かかるのです｡

■Q
草津のBでございます｡

今日は本当に貴重な昔の話をいろいろと教えていた

だきまして､参考になりました｡

鉄の船ですといろいろとペンキを塗ったり､ステン

レスの船ですと錆ないとか｡それから今のFRPの船

ですと､腐食しないというような事がありますけれど､

木は元々水に強いという事で､ペンキとかそういう繊

維とか水を防ぐ､腐食を防ぐようなものは全然塗って

いないのですか｡

■松井三四郎

現在はみな塗料を塗ります｡昔は､木船にはペンキ

は塗らなかった｡錆びるということが木にはありませ

んね｡ですが､鋼船になると錆が付くからそれでみな

塗料を昔から塗りました｡

』牧野

ただ木造船の場合は隙間を埋めるマキナワ (槙縄)

がありますよね｡マキハダというか｡そのお話をして

いただけますか｡



写真12 マキ-ダをたたきこむ作業

■松井三四郎

マキハダというのは槙の木の皮なんです｡

それを合わしめに (船の板材の合わせ目)竹のヘラ

をこしらえて､たたきこむのです｡槙の皮は腐らない

のです｡長持ちします｡

∫牧野

そうした所から水が浸み込むのを防ぐという事ですね｡

Qヽ
l隻の丸子船を作るのに､400人手間位いるという

事をお聞きしましたが､2階に展示してある船ですけ

れど､おいくらぐらいするのですか｡また､風上に向

かって走れるのでしょうか｡

1松井三四郎

ヨットでも風上に直接は向かって走れないです｡や

はり風をぬって斜めに走るのです｡丸子船も理屈は一

緒なのです｡ヨットも一緒なのです｡斜めじゃなかっ

たら＼風上にまとものはヨットでも走れません｡

■牧野

値段はほとんど材料費で､手間賃は松井さんにはぎ

りぎりの所でやって下さったのですけれど､3千万円

近くかかっております｡大きな木を使うという事もあ

りますし､今の山主さんは､別に売っても売らなくて

も不自由していらっしゃらない方が多くて､ほとんど

言い値という形なのです｡非常に木の値段は高いので､

手間賃は入っていないのですが､ぎりぎりの額で松井

三四郎さんにはやって頂いたのです｡

■Q
大津から来たDと申しますが､先ほどから設計図な

しに作られたという事に非常に興味を持っているので

すが､設計図なしにといっても､もちろん腕とか頭の

中にはきちんと設計しておられるのですが､始めから

設計図がないということは一つの私の考え方なので､

材料として木のクセとかありますね｡そういう実際に

具体的に使う材料によって､あらかじめ頑の中でこし

らえた設計図を部分修正した方が都合よくできるから､

そういう事を想定して始めから設計図を作らないのか､

その辺の設計図なしで造った理由をお聞かせいただき

たいと思います｡

設計図なしで船を造った方が実際の工程上､便利な

のか､それとも必要がないのか｡

■松井三四郎

昔の方は手間な事をしなかったのです｡建築でも一

緒です｡建築でも昔の人は､何問の何問と言われれば

設計図なしで建てていた｡

船はだいたい米なら200俵積みとか250俵積み､注文

がそういう注文なんです｡

だから､設計図という事を昔の船大工もそんな手間

な事をしないで､どちらかというと設計図を書く､こ

しらえるというような人間はあんまりいなかったので

はないかと､私は解釈しています｡

私は大概の物には設計図をこしらえます｡設計図が

あると､それを残しておくと次の時にこの間の船はこ

ういうふうにやった､これで砂利 ･砂がどれくらい乗っ

たと､思ったように乗ったというようなことが､だい

たい分かってきます｡

図面こしらえておきますと､後の参考になるのです｡

昔の人はただ寸法だけでやっていた｡どこかが丸子を

-パイこしらえた｡丸子百石積み､あれが百石積みだっ

ていうとみんなが船屋は､その船を手本にしてそれが

設計図みたいなものになるのです｡

大きさというものは､だいたい一定しています｡

■牧野

何石積みという､そういう大きさから頭の中に浮か

んできてしまうのですね｡

最初に図面を書くのは手間であると言い切られてし

まいましたが､図面を書くことから我々世代からする

と非常に不思議な感じもするもですけれども､そうい

う事でよろしいでしょうか｡
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■Q
ありがとうございました｡もうひとっ付け加えてい

ただきたいのですが｡

頭の中で設計なさったという事は聞いているのです

が､一番最初に百石分なら百石の船という計画をお考

えだと思いますが､具体的にやっていく部分部分､途

中の段階での部分的な修正なんかはされるのですか｡

それとも一番最初に頭の中で作った設計図の通り押

し進められるのか､工程の時々に､ご自身で部分修正

されるのか､その辺のこともお聞かせいただけたらあ

りがたいのですが｡

■松井三四郎

作りながら考えもってというと､やりぞこないとい

うものができるのです｡

しまった､ここはこうするのではなかったという事

が起きるのです｡だから仕上げるまで頭に入っていな

かったら､全部仕上げて､ああこれでいいという所ま

で頭に入れてしまわなければ､やりもって､考えもっ

てでは､仕事もはかどらないし､仕事にもやりぞこな

いというものができるのです｡ここはこういうふうに

したけど､これではいかん､後がおさまりがつかない

というような事がおきるのです｡だから､全部図面が

なかったら､私はみな図面をこしらえます｡また今は

建築でも一緒ですし､造船でも一緒です｡

やはり検査受ける船は､いやがおうでもどんな事が

あっても図面がいる｡ 建築でも建築士の図面がなかっ

たら許可がおりません｡

写真13 船小屋で建設中の丸子船

造船でも一緒なのです｡それは級によって､3級な

ら大きさどれまでと｡

建物でもそうです｡80坪以上だったら､1級の建築

士の免許がいります｡免許がなかったら､80坪以上の
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建物は許可しません｡ そういうことで今はどうしても

図面を添えて先に許可をもらうのです｡

仮にエンジンが付かなかったら､それはいらないの

です｡

■牧野

注文を出されたときに､丸子船の大きさが正確に頭

に浮かぶのですね｡

■Q
ありがとうございました｡失礼な質問をして申し訳

ないと思いましたが､一番最初にきちっと設計図を頭

の中でなさっているという事で恐れ入りました｡非常

にありがとうございました｡

■Q
再びですが浜大津のAです｡よく舟板を土蔵の壁と

か塀に使ったりというのが滋賀県のあちこちで見られ

るのですが､その建物に使う舟板はその琵琶湖の船の

板を使っているときいたのですが､具体的にはどうい

う船のどういう板を使ったのか､もしご存じでしたら

教えていただけないでしょうか｡

{松井三四郎

古材っていうのは､今はいろんな看板にも使われま

すし､看板もこの船の古板を使っています｡また､い

ろんな所に使っていますが､今はあまり家には使われ

ないけれど､昔は家の飛沫避けです｡雨がかかる所に

この古板を使った｡

その古板はどこのを使うかということですが､これ

は底板が多いです｡船の底の板をみな使うのが多いの

です｡-イタだと､はすかい (斜め)になっていて､

わりあいに張れないし､丈も短いし､ほとんど底板と

側板､それが主なのです｡

■Q
それは平らな所という事ですね｡平らな部分の板を

という事ですね｡

そういう板はどこにいけば入手できますか｡

1松井三四郎

現在は木船というのがないのです｡船の古いものが

探してもないのです｡だから､なかなか探しても現在

は手に入らないのです｡



■牧野

最後に出口先生の方から改めまして何か総括的なコ

メントや付け加えたい点等がございましたらお願いい

たします｡

■出口

今回丸子船の復元に関しては､ もちろんこの企画展

の展示の内容を見ましてもそうなのですが､モノを後世

に伝えていく遺産化の作業が､基本にあると思います｡

これはとても大切な事柄でありますが､その場合後世に

残すと申しましても二つ考えられると思うのです｡

一つはまず生活として､人間の暮らしの中でそれを

残していくという事柄､もしできることならば､それ

に対する手だてというものを我々は考えていく必要が

あると思います｡

同時に､生活としては残すことはできないが､文化

財として博物館を中心として､そこで残していくとい

う作業､これも大変重要と思います｡

文化財として残すという所からこの丸子船の場合も､

復元事業が始められましたが､その中で技を次の世代

に継承していく事を重視しました｡それは生活者であ

る地元の方にお作り頂いて､そして地元の方々の技を

地元の方々の中に残していくという作業でもあった訳

です｡

将来､丸子船が本当に作られるかどうかは未知数で

はありますが､いざ作りたいとなった時に､それが可能

な形､誰も知らない､何も資料がないということではな

くて､可能な形にだけはしておきたいという考えが基本

にありました｡

ただし､生活として残せるモノ､文化財として残せ

るモノ､これはある意味では幸連なものでありまして､

現実にはたくさん顧みられないままに､残されないま

まに朽ち果てていくものがあると思います｡それは恐

らく今日お越しいただきました皆様方の身の回りの中

にも､たくさんあるのではないかと思います｡その一

つ一つを顧みていく｡ 問い直すことが､私は大事だと

思っています｡

生活として残せるのか残せないのか､文化財として

残せるか残せないか､モノとして残せないとしても記

録として残せないか｡その辺をきちんと整理しながら

手だてをしていく､それがこれからも求められている

のではないかと考えています｡

1牧野

非常に重要なお話をありがとうございました｡

モノを後世に伝えていくということで､生活として､

文化財として残していく､できればその両方として地

元の皆様とともに残していくという重要性をお話しい

ただいたと思います｡

近江にはいろいろな文化遺産があると思いますが､

この丸子船だけではなく他にいろいろなモノがあると

思います｡これらを過去の遺産にしないように､生き

る文化というものにするために我々はがんばっていき

たいと思います｡

出口先生ありがとうございました｡

引き続きまして､松井三四郎さんにこの企画展示室

に展示しております､実物の船を中心に特別解説をし

て頂きたいと思います｡

第3部 特別展示解説

【模型の前での説明】

■牧野

こちらの漁船と田舟の地域性というところについて､

松井さんに少しご説明していただきます｡

写真14

■松井三四郎

ここにありますほとんどが農業船です｡この農業船

はみな､所によって船の格好が違うのです｡三津屋と

書いてありますよね｡ これは三津屋と彦根の南の方､

こちらからいうと手前です｡あそこは､この農業船と

いうのはみなこういう格好｡ちょっと違うと土地によっ

て､船の先の高いのを喜ぶところや､低いのがいいと

ころ｡ なぜ低いのが良いかというと､これはみな使う

のが内堀 (クリーク)なのです｡内堀なので橋があり

ます｡所によって低い橋のところがある､田んぼに行
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図4 三津屋の漁船

くのにそこをくぐらないといかんという家は､低くし

てくれと｡

また､たまに外に出るという船も､ウミに出ようと

思うと､先が低いとちょっと風があると水が中へ入る｡

外に田んぼのある人は､先を高くしてくれというし､

また内堀ばかりで自分の田んぼへ行こうと思うと､低

い橋のところをくぐらないといけないというと､やは

り先を低 くしてくれ､低 くしてくれとみないわれるか

ら､その土地によってその土地の格好というものがそ

ういうことになってるのです｡

この船はみなウミばかり､内湖へは行っておりませ

ん｡内湖の方はこういう船がみな内湖のものなのです｡

u ;I._:_:｡,i.!' L-IlL..i,'-;‥l
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図5 長命寺の田船

これは瀬田 (大津市)の方ですね｡この船とこれは

長命寺 (近江八幡)の農業船です｡長命寺と三津屋と

いうのは､ほとんど同じような格好なんだけれども､

長さが違うのです｡丈がね｡三津屋の船と長命寺の船

の農業船とは｡長命寺の方はちょっと長いのです｡そ

してまた､ここにありますのもみんな､大浦 (西浅井

町)やとか､ここにも長命寺の百姓船があります｡長

命寺の百姓船とは､だいたい漁師船なんです､この船

は｡百姓はあまり使ってない漁師船なんです｡上から
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図6 山田の田船

図7 沖島の漁船
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2つ目は漁師船です｡

これは中洲 (守山市)あたりの漁船です｡上の船は

シジミカキ船｡この船は山田 (草津市)から､ここら

あたりに見かけます｡

これは沖島 (近江八幡)の漁船です｡沖島の漁船は､

堅田の漁船よりは幅も広いし､深さも深いのです｡へ

サキも高いし､堅田の漁船はへサキが割合に低いのです｡

これは沖島の農業船､百姓船です｡漁船とよく似て

ます｡よく似ているけれども､バンが一重 しかないの

です｡沖島の農業船は､みな女の方が使うのです｡男

は使わないのです｡男はみなもう漁に出るから｡沖島



は消防隊でも女の方｡男ではないのです｡

向かいの長命寺へ､みな百姓にかようのです｡それ

は百姓はみな女の方､奥さん連中が船の櫓を押 して､

1パイの船に5人も6人も乗って､代わる代わる櫓を

押 して百姓する｡ それでまた､荷物をたくさん帰りに

積まなくてはいけない人は､また自分のところで船を

をたてるということでほとんどの百姓はみな船を持っ

ていますけれど､ただ体だけ行って体だけ帰ってくる

という人は､みんなが相乗りし合います｡そうすると

1パイの船に5人とか6人乗っても､楽にみんな交代

しながら櫓が押せる｡ 1人で船をたてたら､戻りも1

人で押さなければならないということになりますので､

だからそういうふうにして､みな百姓は使ってます｡

この船は､フリカケ船｡フリカケ船というのは､角

が面取ったようになっているのです｡こういう船は､

ほとんど終戦後のものが多いのです｡終戦後､こうい

う船に変わったのです｡こういう船がまた､だいたい

が 1番最初にこういう船がいいと言ったのが､須越の

方で､須越というと彦根市になります｡戦前にアメリ

カへ行って漁師をしていたが､日本へ帰ってきて日本

∈ヨ 』=』 も♂
l I

図10 今浜の田船

で漁師をするという人が､向こうの船はこういう船だ

と言うので､こういう船をっくりました｡

これはよく似た船ですが､今浜 (守山市)あたりの

田舟です｡これは木浜 (守山市)独特の田舟です｡ こ

の船は､ トモが高いLへサキがちょっと高い｡なぜこ

んなふうに使うかというと､木浜はエリ建てをするの

です｡そうするとへサキでエリの杭を抜いたり､ トモ

でこじて (左右にゆすって)みな抜いたもんです｡だ

からトモが高いのです｡

写真15

■E

フブキというのはどれのことですか｡

■松井三四郎

後ろの､尖ってるでしょ､コレです (図14参照)｡

この船が瀬田あたりでアミウチブネ (網打ち船)で

す｡-サキの狭いところに立って､先で網をはります｡

投網うって､それでみな屋形船に｡こういう船を使っ

て網を打った｡魚を屋台船でみな天ぷらにしたり､焼

いたりして食べさしてやったのです｡そういうことに

使った船です｡

この船は今浜､これは木浜ですし､これは今浜の田

舟です｡今浜あたりの田舟 もよく似てるでしょう｡ こ

れは大曲 (守山市)といって､ちょっと船の深さが見

ても違うでしょう｡ みな所によって船の格好が違うの

です｡これは模型ですけれど､この船をしたのはもう

60年前｡もう昔の事なんですよ､みんな｡ 思い出して

やっているのです｡

この船はウシブネ (牛船)というのです｡そうして

船はみな違うのです｡
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図11 木浜の田船

亡コ ____: 二∴=二_

∈ヨ

図12 網打船

』=』 も｡♂

図13 大曲から八幡堀にかけての田船

■牧野

ありがとうございます｡それでは次に､丸子船の模

型の方をお願いします｡

■松井三四郎

この丸子船は､百石積みの実物に対 して10分の3と

いう大きさなのです｡

そして､この丸子船をここをツラというのですが､人

間でいったら顔ですね｡このマキサンアリというのは鼻

になっているのです｡それで､これが角｡これはツナク

クリ (綱くくり)です｡碇の綱をこれに巻き付けるので

22

す｡これが昔のなにを聞くと､これが角､これが目になっ

ているのです｡船でも顔もあり､鼻もあり､目もあり､

角もあるという事で､できているのです｡

これをダテカスガイというのです｡ダテカスガイと

いうくらいだから､本当の伊達なのです｡これが何の

役をするか､何の役もしやしません｡これはやはり､

船が合わし目があれで非常に役に立ってます｡ですが､

ダテカスガイというのは船に傷を付けてるというだけ

です｡これがいわば船のおしゃれです｡船をふと見て

も､このダテカスガイがあるから見たところ賑やかに｡

■F
厚さは厚いものですか ?

■松井三四郎

薄いです｡それで､だいたいこれをタナといいます｡

この上のものはカキイタです｡これがオモギというの

です｡これはバンイタといいます｡これは鳥居みたい

な格好のものですけれど､名前はカサギといいます｡

何のためにこれがあるかというと､この舵を上げ下げ

するのに､これでこうつり上げる､道具でつなげてこ

う上げるとか､ロープでぶら下げておくというのと､

ここへ大きなこの帆柱をここへこう乗るのです｡乗る

ようになってるので､船が揺れても滑らない､という

役割を果たすのです｡

これがロマクラというのです｡五丁の櫓を押すとい

うと､これにさすのです｡五丁櫓も使っている船はあ

まりないのです｡3丁は押せるようにしてあっても､

ほとんど2丁位が使われる｡ 丸子船を塩津あたりから

大津あたりまで､櫓を押して行けといわれても､押 し

て行けたものではないのです｡だから､途中で風がや

んだら､近い港まで櫓を押 して入るというくらいの櫓

は､役を果たさない｡こんな船に櫓を押 して､ 1人や
2人がなんばさばってしても､塩津あたりから大津あ

たりまで入ろうと思ったら､いっか (何日)かかるか

分かりませんね｡ それで良い風が吹くのを待っのです｡

夜中でもいい風があったら､｢出ていこうか､ええ風

やぞ｣と言って､皆出ていきます｡そして帆を上げて､

いい風が受けられたら､大津まで6時間から7時間く

らいで入れるのです｡いい風があると｡

ですけれど､風がなかったら､風があるところまで

行って､風がやんだら近くの港に入る｡ そこで 1日で

も2日でも､昔の人は船で寝て遊んでいたのです｡



写真16

■牧野

松井さんどうもありがとうございます｡

ここでもう一度松井三四郎さんに拍手をお願いした

いと思います｡

■松井三四郎

どうもありがとうございました｡

■牧野

ここで最後に､当博物館副館長の西岡より､終わり

のご挨拶を申し上げたいと思います｡

■西岡信夫副館長

今日はみなさま方､丸子船にどっぷりつかっていた

だきまして､また巧みな技の裏側までいろいろお話し

いただきまして､出口先生も合わせて本当にありがと

うございました｡

琵琶湖博物館の常設展入場券は､今､図柄は変わっ

ておりますが､初めから丸子船の図柄でやっています｡

ということは､琵琶湖博物館のシンボルでのある丸子

船｡また､今日のお話を伺った上で､2階の本物の丸

子船を見ていただくと､また思いが少し違ってくるの

かなという感じもいたしました｡

さらに､お帰りの際に琵琶湖博物館の屋根の上に､

丸子船の形の屋根がっいています｡なかなか見る機会

ははいと思いますが､見やすいのは裏側から見た方が

見やすい状況になっています｡表から少し見にくいか

もしれません｡

丸子船に始まって､丸子船に終わるような琵琶湖博

物館だと思いますが､今後とも丸子船と共に､丸子船

の寿命は､今日のお話では80年ということです｡私ど

もの寿命と同じくらいの長さ生き続けているような､

こうした歴史を持った船､今後ともまた､琵琶湖博物

館と共に色々な展示を見ていただく中で､よろしくお

願いを申し上げたいと思っています｡

本日は松井三四郎さん､三男様､それから出口晶子

先生､いろいろとお世話になりました｡また､長い間

おっさあいいただきまして､参加者のみなさま方､本

当にありがとうございます｡

今後とも琵琶湖博物館色々な面でがんばってまいり

ますので､どうぞよろしくご指導なり､ご軍使お重なり､

また口コミでの宣伝なり､よろしくお願いを申し上げ

たいと思います｡

図14 部分の名前
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章3第



平成11年度 企画展示

木造船にみる知恵と工夫

湖の船

展示実施設計書

次に掲載する F平成 11年度企画展示 湖の船一木造船にみる知恵と工夫一展示実施設

計書』は､平成 10年 (1998年)年度に､波賀県立琵琶湖博物館が株式会社京都科学に妻

托 して実施 した当該展示設計兼務報告書の一部であるが､実際は､主として琵琶湖博物塘

用田政碑､牧野久美が素材を提供 しながら京都科学日浦一浩を含めた三人で協議 ･検討 し

た内容であり､それを京都科学が固化 ･製圃 し､とりまとめたものである｡

博物館エントランス入り口に至るプロムナー ドに､船の帆をイメージしたサインを設置

し､広報を兼ねて企画展示への期待を高揚させたり､企画展示室前のア トリウムに琵琶湖

周航に使われた固定席艇や実物の巨大な帆と帆柱を展示するなど､展示室を飛び出した展

示を行い､来館者の併称と期待度を高める工夫を行った｡

その他､展示に必要な箕材を再生可能なものや再利用可能なものとし.後に資料が残せ

るものを第一に考えたことなど､多くの我々なりの工夫が凝らされている｡

(用田政晴)

1999.3.30



日 次

展示の概要

展示基本シナリオ

屋外展示

全体配置図

展開図

図 面 ---------一一-------～--一･---I-----～-----･14-36

動線計画

照明計画

映像 ･音響計画



TiLIc 琵琶湖博物館 平成11年度 企画展示 SubJeet 展示の概要

●展示のねらい

琵琶湖に暮らす人々は､古くから生活の一環として水上活動を行ってきましたO

琵琶湖が育む豊かな生産力は舌代より農業 ･漁業を発展させ､地域ごとに自己完結性の恵い生活文化を育

むとともに､至喜琶湖の地理的要因は､後の東西物流の要として船の発達と人々の活動範囲を拡げました｡

これらの湖と人々の関わりは､日々の生活に密着した ｢水上の道｣と､物資の移動による ｢大規模な街道｣

とも位置づけられ､淡水に浮かぶ船に独自の発展を促してきました｡

本企画展示では､目的と活動範囲が異なる船でみられる遣いや知恵と工夫を焦点に､数々の船具と世界の

湖での資料を合わせて､丸木舟から始まる拝琶湖独特の船の歴史を総介します.



TMc 琵琶湖博物館 平成11年度 企画展示 S叫∝l 展示の構成

興蜘 暇 車 幽蛭 申む プロムナード周辺に船の帆をイメージしたサインを設置し､企画展示の広報を行うと共に展示への期待感を高揚させる｡

臨画山申師 田口細 園田鍵 田吻 洋琶湖独特の船を目的と活動範囲の速いで区分し､船体 ･船具に関する人々の知恵と工夫を､丸子船の活動や復元を中心として

紹介する｡

また､世界の湖での人々と船の関わりを､重吉琶湖との共通性や民族性の遣いを焦点に解説するO

型竪琴毒 毒≡二二二三 竺竺 津琶湖の船と人々の関わりを､古い写嘉や映倫､丸子船交沫デスクに寄せられた来館者の声で招介する｡

また､琵琶湖民俗学の先達 ･故 橋本鉄雄先生の書斎を復元 した図書コーナーを設け､橋本先生の紹介と胡彰を行うO



TMe 琵琶湖博物館 平成11年度 企画展示 subjed 展示基本シナリオ 1

展示項目 展示内容 展示要素

A.屋外展示 A-1 屋外導入展示 博物館玄関に通じる歩道付近に､玄関より東側に3本､西側に2本の船の帆をイメージした稔を立て､企画展示の広報を行うと共に展示への期待感を高揚させる○ 峨型サイン:5本

B.導入展示 B-1 企画展導入サイン 企画展示室入口に､展示テ-マを紹介する斗入サインを設け､来館者を企画展に誘い入れる○ 企画展導入サイン造作

B-2 寮内巨大帆 企画展示入口前のア トリウム部分に､丸子船の船体断面と帆柱､実物帆を設置し､企画展の導入を兼ねた象徴的な展示を行なうo帆は風を受けた状況を表現する○ 丸子船船体断面 .帆柱動作
丸子船実物帆 約3900×7900(WXH) (舶載)

船体断面 .帆柱設置用ステージ､壁面造作､固定具

解説スタンドパネル

B-3 固定席艇 かつて琵琶湖周航に使われた固定席艇とオールを象徴展示する02階吹き抜け部からの展望も考慮した､ダイナミックな構成を行うo 固定席艇 13700×1280×560(LXWXH)※再塗装 (館蔵)I
固定席艇設置ベース

解説スタンドパネル

a-4 尾上浜遺跡丸木舟 復元された丸木舟を象徴展示する○ 尾上浜遺跡丸木舟(復元) 5150×550(LXH)確を含む くま牌県文化財協会)

丸木舟固定具

解説ラベル

B-5 建築麻解説 博物館の麻が､丸子船の船底をイメージした造形であることを紹介する○ 解説スタンドパネル

B-6 漁船解説 池に設置する漁船 (実物)の解説を行うO船の設置は博物館で行う書とするO 解説スタンドパネル



Tide 茨琶湖博物館 平成11年度 企画展示 subjcct 展示基本シナリオ 2

展示項目 展示内容 展示要素

C.舌代の舟 C-1 湖の丸木舟 日本で最も多く出土 している琵琶湖の丸木舟を展示○未製品や確､舟形木製品と呼ぶミニチュア祭紀具も婿介 し､丸木舟の全体像を伝えていく○また､現代のアイヌの丸木舟やマラウイ湖の丸木舟も展示 し､古代のものとの比較を行っていくo 長命寺湖底遺跡丸木舟 6200×600(LXW) (館蔵)

尾上浜遺跡丸木舟 5150×550(LXW) (館蔵)

絵原内湖遺跡1号丸木舟 5000×450(LXW) (館蔵)

同3号 3400×350(LXW)破片 (館蔵)

同5号 1850×430(LXW)破片 (館蔵)

同11号 5480×450(LXW) (館蔵)

岡丸木舟未製品 4950×570(LXW) (館蔵)

同 ?号 2370×260(LXW)破片 (館戴)

岡 ?号 1200×230(LXW)破片 (館蔵)

同12号 3400×350(LXW)破片 (館蔵)

同14号 1850×430(LXW)破片 (館蔵)

岡舶先.(2点)破片 (館蔵)

斗西遺跡舟形木製品 624×40(LXW) Wll3 (能萱川町教委)

608×84(LXW) W114 (能登川町教手)

684×44(LXW) W116 (能登川町我妻)

292×124(LXW) W262 (髄萱川町教蓉)

268×60(LXW) W263 (能登川町教委)

388×52(LXW) W264 (能登JE漸教委)

104×28(LXW) W265 (能萱)偶 教養)

112×12(LXW) W266 (能登川町敬重)

244×24(LXW) W267 (能登川町教委)

220×60(LXW) W268 (能登川町教秦)

斗西遺跡丸木舟 ,1040×330(LXW)W120 (能登川町教委)

* 748Xl24 Wl19

舷厚内湖遺跡確 (約10点) (館蔵)

マラウイの丸木舟 4100×520(し×H)確 .モンドリ (館蔵)

マラウイの丸木舟 4100×600(LXH)樺 .モンドリ (館蔵)

アイヌの丸木舟 (旭川市博物館)

丸木舟ステージ､壁面造作 .丸木舟設置固定具

解説パネル (2点)

舟形木製品用アクリルケース (1台)



TitLe 琵琶湖博物億 平成11年度 企画展示 SubJecl展示基本シナリオ 3

展示項目 展示内容 展示要素

C.古代の舟 C-2 アジアの古代船 準横造船の全体像を復元し､同時代の西アジアの古代船などと比較展示することによって､その速いと共通点を探る○ 下長遺跡準輔造船 約6m (復元製作)か)ラヤ湖舌代船 (旅人)

下長遺跡準構造船 (部分) 630､710､910(L) (守山市教委)

準構造船ステ-ジ造作 .船体固定具 .アクリルケ-ス (3点)

ガリラヤ湖舌代船背景写真パネル .船体固定具

解説スタンドパネル (1点) .解説パネル (1点) .解説ラベル

D.鍔琶湖の木造船 D-1 丸子船の全容 丸子船の大型模型を中心に､丸子船の実物部材の一部や丸子船で使用されていた道具類なども紹介する○あわせて映億紹介も行なう○ 丸子船 (模型) 長 5200 (館蔵)

丸子船部材 (ヘイタ.シキ)数点 (館裁)

セミ (北花田)1514.セビ (尾上)743.帆柱 (木浜)5022一 (館載)

帆布 (北比良)5017.帆柱の滑車 (北比良)5016 (館栽)

セミ (北比良)5012.キンシャ (北比良)5014 (舘載)

ステージ造作 .横型固定臭 .海水と淡水の浮力実験装置

簾鋭パネル (3点) .解説ラベル

25インチTV.VTR (1台)..解説映像 (編集 :1点)

D-2 船大工と道具 丸子船を復元製作 した轄琶湖最後の船大工 .松井三四郎さんを紹介 し､船大工道具を通じて木造船の造船過程を追う｡ 船大工道具 一式66点 く館蔵)
館既存ローケース (2台)

演示台 (2点) .演示具 .解説パネル (2点)

D-3 漁船と田舟 近年まで流管湖周辺で､実際に漁業や農業などの生集に使われた船のいくつかを績介し､目的に応じた船に見る知恵と工夫､その特徴などを探っていく○ 漁船 (大浦) 11800×1670×1060(LXWXH)3660 (館蔵)

漁船 (磯) 10300×1490×1000(LXWXH) (館蔵)

漁船 (海津) 8530×1320×790(LXWXH) 3661 (館載)

漁船 (北小松) 4330×1040×360(LXWXH) 3663 (館蔵)

川舟 (中浜) 7600×1030×520(LXWXH) 3774 (館載)

ヒラタ舟 (旭) 5700×1080×640(し×WXH) 2892 (館載)

アユカケ船 (瀬田川)6970×1080×560(LXWXH)櫓3､錨1 (館蔵)

棉 (伊庭) 411 (館載)

稚 く木浜) 常設展示中 (館載)

稚 く菅浦) 6060(L) 3238 (館栽)

棉 (野田) 660 (館裁)

船体固定具 (各2台) .危険防止ポール (各1台)

解説スタンドパネル (各1点) .解説スタンド頗明付き (各1台)

解説パネル (各2点) .解説ラベル



Tide 琵 琶湖博 物館 平成 11年度 企画展示 Subjcct 展示基本シナリオ 4

展示項目 展示内容 展示要素

D.琵 琶湖 の D-4 舵 .櫓 .錦 . 船 の種 類 や 目的 に応 じて様 々 な形態 をもつ舵 ､櫓 ､錨 ､ス ク リュー 舵 (南浜) 基部長 1650 3773 (瀦裁)舵 (今堅田) 1150 3717 (館載)

木 造船 ス ク リュー 等 をま とめ て紹介 し､ その形 や機 能 の変化 を伝 える○ 舵 (常楽寺) 1200 3657 (庶務)
舵 (南小秘) 2900､1080(2点) 3338 (虎裁)

鮭 (海津) 3620､3610(2点) 3102 (飴載)

舵 (西浜) 1960､1910､2050､1520(4点) 3101 (館載)

舵 (本豊田) 1310､1870く2点 .叙勲)2679 (鍵載)

舵 (禾隻田) 189O 2634 (館裁)

舶 (轟異腹) 1180 2076 (億裁)

舵 (東浜) ll57 (館載)

鹿 (最上) 1400 742 (館載)

舷 (北船木) 14仰 536 (館載)

p舷梯 (本竪EEl) ,長 2530 2680 (館載)

舵希 (本堅EB) 長 4860 2638 (併載)

舵の鵬 (ホ堅田) 長 1940 2635 (総裁)

胎怖 く木浜) ー157(l157とセット) (館載)

棉 (楕堂) 鼻 3820 3800 (館戴)

稚 く下板木) 長 5020､4880(2点)3652 (館液)

稚 (衣川) 長 4550 3518 (館載)

檎 (下島藩) 長 4370 3433 (館戴)

檎 (安土) 長 4060 3419 (虎赦)

檎 (志賀) 長 6080､5040(2点)3201 (解放)

檎 (赤野井) 長 4230 3180 (館載)

檎 (北山EEl) 長 4930 2965 (虎戴)

稚 く片山) 長 5030 2408 (館赦)

ヨツメ耕 (今堅田) 高 635 3723 (館載)

祐 (尾上) 高 760 3613 (館蔽)

銀 (北小栓) 嵩 795 3482 (館赦)

舗 (春賀) 高 680 319亀 (館赦)

描 (北山田) 高 610 2966 (館蔽)

銘 (泰堅田) 高 670､455(2点)2673 (館載)

描 (片山) 高 960 2052 (館載)

錦 (瀬田川) 志 2024 (館載)

鋪 (木浜) 高 5023 (併載)

スクリュー く堅田) 560､280(径) (館戴)

アカトリ (北小松) 長 1020 3483 (館載)

アカトリ (本堅田) 長 280 2676 (館丸)

ツキオケ (禰堂) 長 1200 2387 (館載)

ツイカワ (禁鳥新田)長 1300 (鎌瀬)

ゴイ (大浦) 長 920 182 (梓裁)

舶強札 (北比点) 5004 (頗裁)

船名 (北比良) 5003 (館載)

資料展示用木組台

演示具

解説スタンドパネル (2点) .解説ラベル



Tide 琵琶湖博物鎗 平成11年度 企画展示 subjed 展示基本シナリオ 5

展示項目 展示内容 展示要素

D.琵琶湖の木造船 D-5 丸子船の秘密 琵琶湖の漁船や田舟を高い位置から見られるようにした高台を設置○丸子船側面をイラス ト表現 した大型グラフィックパネルに､Q&A形読の解説扉や櫓､錨､ア力 トリ､船釘等の実物を組み入れる○また､櫓の動きを可動模型で績介 し､パソコンによる帆船の操船ゲームを行う○ 高台足場組

階段部造作

大型イラス ト解説パネル .解説扉造作

パソコンシステム (1台) .格を漕ぐラジコンポート (1隻)

解説スタンドパネル (1点)

船打の入り方模型

音声合成装置 .アンプ .スピ-カー

周明器具

棉 (栗見出在家) 長4060 2405 (館蔵)

錨 (北小松) 長592 3467 (館栽)

アカトリ (須越) 3090 く館蔵)

D-6 漁船と田舟の地域性メ 展示ハイケ-ス内に､漁船や田舟などの船模型 (22点)を展示し､グラフィックパネルと合わせて琵琶湖水系の船の地域性を考えて行くo アンコブネ く館蔵)

シジミカキブネ く館裁)

フリカケブネ (館戟)

ソスイブネ (館蔵)

ヤ力タブネ (館蔵)

ジヤコツリブネ 傭 蔵)

タブネ (下物～赤野井) (館載)

タブネ (大曲～八幡堀) (館蔵)

コノハマプネ (館蔵)

タブネ (山田～下笠) (館載)

アミウチブネ (館載)

漁船 (沖島) (館載)

漁船 (書浦) 傭 載)

漁船 (長命寺) く館戟)

漁船 く北船木) 傭 載)

漁船 (今津) (総裁)

タブネ (沖島) (館蔵)

タブネ (長命寺) (館蔵)

イマハマブネ (館載)

剣先舟 (三津屋) (館載)

タブネ (能登川) (館載)

船模型展示台遺作

船固定臭 く22隻分)
解説パネル .ベース造作

個別解説パネル



TitJe 焚琶湖博物館 平成11年度 企画展示 subject展示基本シナリオ 6

展示項目 展示内容 展示要素

≡.世界の湖の船 E-1 世界の湖の船 諸外国の代表的な湖の伝統船を模型と写真で紹介 し､船に見る人類の知恵と工夫の共通点を探る○同じ固定ケース内に トトラの船 (実物)も合わせて展示するo トトラの舟 (チチ力力湖) (館戴)

漁船 (エリー湖)模型 500×400(LXH)S=;1:40 (館裁)

漁船 (タンガニーカ湖)横型 700(L) S==1:10 (館戴)

バルク (レマン湖)模型 600×800(LXH) (館蔵)

船 (バイカル湖)横型 800×600(LXH) (館鹿)

模型展示台造作

解説パネル.ペース造作

トトラの舟固定具

解説ラベル`

ド.湖の船の記憶 F-1 木造船写真集 党営湖の言い木造船の写真を可能な限り入手 して展示 し､歴史の中での木造船の消失過程を追う○また､津菅湖東貴国を写真で展示する○ 琵琶湖漁労民俗調査写真 (昭和50年代) 66点 (館蔵)

前野コレクション (昭和30年代) 37点 (館裁)

その他写真 (明治～戦前) 21点 (館蔵)

写真展示用演示台 (パ トローネ等イメージする造形)

解説ラベル

琵琶湖美景固 くプリント展示)8500×340

真景図滴示台

多人数でゆっくりビデオを見学できるコーナー設置 し､かつての箆等湖での木造船の活躍を知る.また､これまで来館者から寄せられた丸子船交流デスクの回答シートを讃介する○ 映像装置 (館既存品を使用)

F-2 映像 .情報コーナー スツール (舘既存品を使用)

丸子船交流デスク来館者意見シート 約100枚 (館蔵)

丸子船交流デスク意見シート展示用壁面造作

G.『丸子船物誇』の書斎 G-1『丸子船物語jの書斎 琵琶湖民俗学の先達 .故 橋本鉄雄先生の書斎を復元 した国書コーナーを放けて､故橋本先生の蔵書の紹介と顕彰を行うO.先生の繕筆原稿等も紹介する○ 壁面造作､ (橋本先生の本棚 再現写真パネル)

琵琶湖民俗関係書籍 (館裁)

館既存ローケース (2台)

書架 (耗入)2台

解説ラベル



TWe 茸琶湖博物館 平成11年度 企画展示 stJbject A-1塵外導入展示 峨型サイン

他型サイン取付け位置(計5個所)x･地中ケーブル類の埋設位置確許

CAD
CJl



ntk 茸琶湖博物館 平成11年度 企画展示 S叫 cI 全体配置図
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Tlue 琵琶湖博物館 平成11年度 企画展示

▼天井ライン
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Tilh' 琵琶湖博物館 平成11年度 企画展示 SubPcI B-2 案内巨大帆

机枚支え(スチール加工)

9300 (天井ライン)

ー叫一､.-.I.l.-

蔓 i III

帆杜支え(スチ-A,加工)

IIII､◆

LJ lIli " 'T = iL

実物帆布(弓形形状にて投t)
帆布弓形吏特長(アルミパイプ叔)

PL.6800(2F手すり土)

F.L.5800(2F床ライン)

帆雀支え(スチール加工)

F.L.3JOO

FI,.

丸子船斬蘭 帳 :約2.400mm

桝 断簡受け細 (地業)

九子細断面ステージ

__._.__i_._._
船年下如く受け林含む)

※実物帆布は鋸蔵品 (サイズ:釣W3900×H7900mm)

9300(天井ライン)



TWc 琵琶湖博物館 平成11年度 企画展示 Subject B-3 固定席艇
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Tide 茸琶湖博物館 平成11年度 企画展示 subjecl ァトリウム グラフィックパネル構成図

2450

B-1企画展斗入サイン

木軸L型パネル インクジェットプリント表具

● アトリウムスタンド式グラフィックパネル

●スタンド式グラフィックパネル解脱内容

｢ ~~4臥~~~~｢ 解放パネルW400×H300mm

項 目 内 容 数量 備考

a-2 案内巨大帆 丸子船の実物帆､復元船体断面の結介 1台

8-3 固定席艇 琵琶湖周航に使用された固定席艇の解説 1台

B-5 建築麻解説 丸子船の船底をイメージとする博物館の廟を紹介(写真1点) 1台



TMe 焚琶湖博物館 平成11年度 企画展示 Subject c-1湖の丸木舟

12(X)0

木乱ステージ ビニールクロス貼 り

JF軌パネル (W)60OXfH叩泊

｢
し

Ji
⊂D

AO寺 62OOXC(氾

JB上浜 515○×5与○

攻∫内沖11号 5480×450

枚JE内浦1号S∝拍×450

アクリルケースtW)1000×叩)湘DX(D汚50
政Jr内勅書84OOX350
壌JF的5112号31OOX的○
蜂LF内浦?号2370×260

11号1坊○×430 8号1850×430

■●● ド.し.

JtJ=JL

+JF内書目+

&JrFAIN1+♯JF内桝



忘
弘
単
n

(rtG
卜

食慈
y
l
で

⊥<(ljl
エト
T
&
4

八y

(覆

yG
小i
･Ef
r

lト
ト
7

2

g†
LL)ざ
尊
宅
雲

母
慕
離
せ
叫

●

0
0
□
□
田
口
0
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
D
口
□
□
□
口
□
□
ロ

O
D
□
□
D
D
D
O
D
D
0
ロ
ロ
D
O
D
D
D
D
ロ
D
D

D
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
O
EjO
□
口
D
ロ
C]ロ
ロ
D
O
ロ
ロ

D
ロ
D
Q
□
口
t3口
0
0
0
日
ロ
O
C]口
ロ
O
E]ロ
D
O

D
□
臼
□
D
O
C]ロ
ロ
ロ
ロ
D
D
臼
ロ
ロ
ロ
D
E]ロ
ロ
ロ

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ClD
ロ
D
口
C]ロ
ロ
D
C]D
D
D
D
ロ
ロ

群
)･4
か
i
･
求
Tt卜
i
q
吠
J･i

電

芸
0

褒

賞
韓
叫

009

Q

葺
塔
4
((14
ト
Y

I
Y

エ
八
(
l

ト
ム
L･T
.<-4
'J

(噌
或
准
蔽
史
)
起
搬

e
Bf七V
●

ロ
D
C)0
巳
nVD
t3
0
ロ
ロ
O
ロ
0
2

8
0
D
CID
D

E
LU
U
D
(U
D
D
E=ロ
ロ
O
D
D
U
R

UC]ロ
ロ
D
C)D

pj
H
b
nHHMunu

0
0
Q

b

讃
単
n((l4
ト
Y
l
Y

ふ
,<
(lj
lエ
(･T
.<
･4
/I

讃
輩

Bt七
V
e

策
加

数
●

i I
00>

□
□
□
□
□
□
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
O
O
u
ロ
0
0

D
D
D
D
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
コ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

D
E]ロ
ロ
C)D
D
O
D
D
0
ロ
D
C]C3ロ
臼
口
ロ
ロ
0
口

□
0
ロ
ロ
ロ
ロ
0
0
0
ロ
ロ
0
□
0
ロ
ロ
O
C]ロ
ロ
ロ
ロ

ロ
ロ
0
ロ
ロ
ロ
ロ
O
D
□
□
□
□
0
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
○
ロ

ロ
ロ
rn□
□
口
ロ
コ
ロ
コ
コ
ロ
ロ
ロ
コ
∩】○
○
ロ
ロ
ロ
ロ

E]C]ロ
ロ
ロ
Ej□
□
□
□
□
□
□
□
口
□
ロ
ロ
0
□
□
□

8

fヰ

t

t
O
需

抄
訳

王 l

OOt

009
0
(
せ
.v

b
F
･)
･

卜小.4●

〇〇〇0 〇00

aOJi の撃基OJiヽ ′ヽ′′ヽヽ′ヽ′ヽノ＼ミ/管虚,!#lt.～/ヽ′ヽ′ヽ′ヽ′ ヽ

tEI‡l一Iの…▼一号fi
買主≧審:～言き IiItI".

OJai

○

(

E
).,tl

が雀)uE,u蕪据巣
食

000
T

Y
I
も
](
r
l
&

LL
Ey
嶋
蝿

E](,EJ議
据
tu
食
虫
類
紐
オ
●

(議
七
)
i
t或
L
や
朝
日
一半
能
喝
侭
雌

.望
蛾
侭
繋
填
据
7f
空

W
や

l'
鶴飼†＼Sヽ..i~ヽ∫Iトf<仁

a

(tm
OOO小長
)磯
拓

1中
Q%り
一uE,u
佑
叫

(tq

OON宅
)輔
琵

1卑
Cf%

り
1噌
嵯
峨

叫
帳
喋

叶
L買
電
晦
繋

･
叶
L
L

帯
Ed
嘩
繋

･
燐
T
哩

･
柵
令
峨
●

(唱
繋
6
K二
･
卜
か

&

･
叫
嶋
供
)

食
せ
7f
Q)買

70
皇

n
s

嶋
嘩
画
旬

雌
杜

〓
唱

鮮

蟹
蓉
蟹
軍
が
鮮

望

↑

44



Tiue 茨琶潮博物館 平成11年度 企画展示 subject c-2 アジアの古代船 (ガリラヤ湖古代船 ･準棉造船)

●ガリラヤ湖舌代船(復元)展示

那)ラヤ滞写JEW2000×王並OOO



Tide 繋琶湖博物館 平成11年度 企画展示 Subject D-1 丸子船の全容

▼ アルミルーバー FL45OOTrm

▼ アルiJト パ~ FL4500mm

⊥

J層 C-2準礁通船復元

r : 摂.i)× l⊥~~⊥ 1∵ 什
詔書激学,和 氾̀〉野≡

▼ アルi)レ バー FL4500mrn

F_L



Tiuc 茸琶湖博物館 平成11年度 企画展示 subject D-1丸子船の全容 (淡水 ･海水浮力比較模型)

●淡水 ･海水浮力比較横型

■=

一

ニー

:

!≦ヨー･J

II! l

i】I妻i≡Ili;i～i tL＼､ヽ ＼ ､ヽヽ､ヽ ＼＼船体//////// ′′/′///秋型ヽ､＼ ヽヽ ､ヽヽ.＼ヽ E-(】】lilillll

FF-■ー--I-~~~-~~~Ir~-I--~~1--~
Li＼､ l
11 ヽ l ′/

蔓仁 ＼東 '

=/ .′ ? ､＼＼､､ 日
日.I___,_,_._._.__⊥,___I_._._.__二も

0 0

水和:アクリル(5暮)凍兼

●比較模型イメージ図

空気抜き穴開け

rr .-----.--1.メ ｢~--一一一-一一__tJ r一一一一一一.--一一1｢~ー -- - 一 一 一 _ _ _l 船体断面横型 :ウレタン発砲材加工 .塗装仕上

1 ｢.J 船体断面模型′ lー 1り ー I.J さ.J船体斬甘模型′ 五 り シリコンオイル

t r J､ ′′ r1.-----∠｢ ;I アクリル面にプル一速明サインシーT.貼り (水位を末次水槽ベース :アクリル(51) ステージビス止めA_/

≡ 模型断面部:船体部材の断面をライン表現 (前面のみ)II

I ll /I

㌔



Tide 琵琶湖博物館 平成11年度 企画展示 ShbjecI D-1丸子船の全容 (グラフィックパネル) D･2船大工と道具

●C-1丸子船の全容 グラフィックパネル

600 600

丸子船全体解鋭 (2枚)

インクジェットプリント ペースアグ)ル萩粘り

550

映像解鋭

インクジェットプリント ペースアクリル額粘り

●C-2船大工と道具

既存ローケース(2台)

/桝別品'展示毒 /船大工連射 鵬 晶)展示

鋭パネル

にコに…嵩r='L-…コ′-'::.-r':=‥柵r-T;----i=̀ニ::;-A√一一d--'-一､V叫一一一一●'-.､一一一一一､.._..: --.-..-一一-.-.....-I-二 二二二二:I!i叫卜叩け一.ル＼,ti::二≡t:-71..A.JTlT.I_T.I_tLv_t'-I-:-.-Y5'r′′ .一.PVP'-､､､＼ ..I.-～--.,一二二二.-:､.たIjヒ_L--:一丁‥一昔}hLT一 i..-,-..▲..,..-〉-.--.--.--.--''.̀~一一~~J =:I::_-::..::二 三.I:7:-1'-.三‥:I:-:..:..:.::.:.....;lFH.ち 亘 琶 望 琶 重量衰 彊 ~衰 亘 1-表 壷;..Ji一."浴畠ii榊.;】÷li頼紺青榊頼紺青妄描
＼ ヽ

W330×H160mm



Tiue 環琶湖博物館 平成11年度 企画展示 SubJcctD-3漁船と田舟

●船首如危険防止ポール

●船体同定具 (基本形)

船 名 (舶載品) 長さ(mm) 幅 (rrm) 高さ (rTml) 船具展示資料 (館蔵晶)

漁船 (海津) 3661 8530 1320 790 格伸鹿)411常色灯(今星田)3716

漁船 (磯) 10300 1490 1000 檀 (木浜)常設展示中

漁船 (大浦) 3660 11800 1670 1060 檎 (菅浦)長 :6060mm 3238

漁船 (北小松) 3662 6430 1230 570 檀 (野田) 660

川船 (中浜)r 3774 7600 1030 520

アユカケ船 (瀬田川) 6970 1080 560 櫓 3本 輔1点



Tide 琵琶湖博物館 平成11年度 企画展示

ヘイタをシキに

乗せている｡

ワキイタが一枚で
できている｡

底板の上にワキイタを
乗せた構造｡

Subject D-3漁船と田舟 (グラフィック解説)

コールタールの付着勝｡
横根船廃油を塗っている

ダテカスガイがない｡

シンのかぎり (マキサガリ)墨で行う｡通常は鋼板 (喫水を示す)

内側FRPの
壕を粘っている｡

防腐剤として

船体にラッカー塗装｡

過去に榛んでいた
エンジン,W介

●部分解説パネル基本図

｢-胤-｢七 二 二 二 ∴

■グラフィックパネルの考え方

国 スタンド式グラフィックパネル

田 スタンド式グラフィックパネル(照明付)

匡司 郎分解枚グラフィックパネル

●各船体に対して､全体解説をスタンド式グラフィックパネル(照明無し)で

祐介する(1台)

●船体の董要な特徴を､スタンド式グラフィックパネル(照明付き)で綜介し､

その部分にライティングを行う｡(1台)

●その他の特徴を部分解鋭グラフィックパネルで綜介するo(パネル2枚)



Tille 琵琶湖博物館 平成11年度 企画展示 subJect D･4 舵 ･櫓 ･錨 ･スクリュー

2C782878･1 26T9･28717 3717 3657 63& 712 310H ST13 2634 さ柑1.23101･13101.3 3338.13102,2 3102.1

一.F-==.:_●_f二-:●

I ,.l l El l■■ lt l l t l l暮 I l

l t～､ ...I,

.悼 ?::..メ + /京:y′t>..∫ ｣ LgL 濃 …■ 訂.～.lll.･.■1. 8. 巨 阜 i

* ー l I # 葦†i

二 二コ 土∴ 喜一スタンド式グラフイブタ スタンド式グラフィック(櫓解脱) (舵解説) 舵受け(木製) ■L
常況/{ネルW400×H300mm 解脱/<ネルW400×t800mTl
インクジェットプリント インクジェットプリント

1 角机 20×120m 角机 20X10btm l t
/
3201-2体t) 湖 2々 tTJi*)

【t32O1-1湖2-1(Tt暮)Lか08品tbti) 負 E9Slb掛汚 く北 田)FLI叶

い ■I ~B少は与rT

I翁00 JLl34WcFi) r1 I l

E6004細(*比▲日i...T.だi.Jg A-t■■-■n~､l2680Je*qt一郎 F12叩 2tSaE5,円tZlJ

′ヽ一 ./1､.ヽ
紬2206237292鵬262879.17a.2313619I ′:>く､I スクリュ-2Aく暮卸l l 1 】 I

1151 2O71 2rT9･1 2679･2 3717 3717 3657 536 742 3101-4 3773 2684 3101.2 9101･1Stol.9 3334.1 SIO曾･2 3102.1
tW f～とtE7ト OIALH棚 ) (火一五l(切 断(今暮声)(TJLe)(暮触 )(JLt)(■恥 OIA) t*一利 (似 ) (Il又) (再A) ({小Q) (?汁) (カ斗)



Tidc 茨琶湖博物館 平成11年度 企画展示 Subject D-5丸子船の秘密

○ シン 解放井

◎ ヘイ夕照鋭扉

◎ 船釘(実物展示)解耽扉

◎ ダテカスガイ解税扉

○ シキ 解税弄

哨

;I,
Tp
:.:.T.
!
.

群

州

伽

州

糊

オ

タ

フ

ア

カ

e

◎
0

0

0

解放JF



Subjed D-5丸子船の秘密 (高台構造体)Tiue 琵琶湖博物館 平成11年度 企画展示

可動パーテーション

~~̀~1一一.一一一■■..ー_▲_.A.Y一一一一.-..ト一十一◆一一一一一十一一一l-､†､-_一一一一一一I--一一一一一} 十一一-一一一一一一一一一一一一十_一一一一一一一一一一一一--■一二二二二二 二=-＼ _+■一一が 一一一一一一-一一十 __--+-.-.-+-.-.---ー-i-■---◆一､---十一､ .-ー-◆-ト.I-■--●___

一一-一一一一-一一一一一一

漁路怨 コンJ{ネベニヤ長尺シート妙)

糖段錘 長尺シート触り

/

▼ アルミルーバー天井 F･L･4500nlrn

L

｣

上

表

｣

CJI
CD



Tide 琵琶湖博物館 平成11年度 企画展示 Subject D-5丸子船の秘密 (高台構造体)

銅製布頓BKN長さ9144台

㌔

補講用単管 .クランプ長さ4m 9本程度長さ3m 4本程度A居型建坪A-4055B 葡逮A-14 6台

クランプ 50億程度

道路部 コンパネベニヤ長尺シート貼り

1980

(A-4055Bの高さ1700mmに
ジャッキー調賂)

手摺柱ん256 18本



Tl山 茨琶湖博物館 平成11年度 企画展示 subject D-5丸子船の秘密 (高台構造体 :階段部)

階段部 2640mm 連絡部 1219mm

階段蕃ビティ構成材料

手将校 A-25 (8本×2) 16本

手摺 A-27 (6本×2) 12本

クランプ 32個



TMc 茨琶湖博物館 平成11年度 企画展示 subject D-5丸子船の秘密 (解説扉)

●解説扉の考え方

｢

し

漢音･解悦郎

僻鋭弄 (8点)

●シン 解視界 ●オモギ 解説訂

●ヘイタ角等軌扉 ●タナイタ解税扉

●ダテカスガイ僻鋭罪 ● フリカケ 解説扉
●シキ 解税扉 ●カジ 解放房

●船釘紹介の考え方

｢｣ ,r iII スライド♯書

LT --..EI%#(i-=ミ空- 千 -.-L-.-.-

11/

1～ヽ l

-- _l-一一一一一●

gLN

間Jl弄 くJF服印BB同様)

///γ ~ ~

船打の入り方 (断面嫌型)

.〆〆≠
d##yJTダ##yJTダ



Tlue 琵琶湖博物飴 平成11年度 企画展示 Subl∝l D15丸子船の秘密 (帆船の操縦 ･櫓の動き･音響システム)

●パソコンゲーム (帆船の操縦)の考え方

●CRT画面

ノ̀､ノ/ ､ヽ( ○ブイノ′ヽ ′ノヽIllIl <コ:::::::::::-*くつ::::::::::-くさ==コくさ=コ*

E]E]5]ロのキーを押して､舵と帆を操作しながらブイを回ってSUTART位置へ

もどってくるゲ-ム｡

船体がブイと接触したり､点線からはみだすと ｢MISS｣と表示されリセットする｡
スタートして3分以内にもどってこれない場合は ｢Ⅷ OVER｣を表示し､
リセットする｡

●帆の角度

や裏 装軍装=董帆を左帆を右
●舵の角度左孟ヽ〈了急転
E]C]Qq且≠舵を㌻笠i
三三===里JTI
舵を左舵を右

●船の進行方向

●櫓の動き紹介(ラジコンボート展示)

櫓を推進力とするラジコンポートを展示｡

展示期間中はACIOOV宅源で可動させ､期間終了後はバッテリー駆動｡
ラジコン船は､ヘイタ･ダテカスガイ等の琵琶湖の船の特徴を可能な範囲で再現する｡

600

前面透明アグJル
I /- I

/ .I▲､.∫

.__,iIこて〆r
_rヒ:ネ‥ 5

./::.-:.-:....I.;..:.'-ノ ､＼.､ラジコンポート‥
//..::,.,

●ラジコン細事考写Jt

●音響システムブロック図



Tide 琵琶湖博物館 平成11年度 企画展示 SvbjecL D-6漁船と田舟の地域性

模型展示台

木淑どこ-ルクロス粘り ++沼､ ､ヽ /＼ /＼ /カ フイ-Jqゝ 森 piRJ1-ス/ ＼/ ＼/ ＼ 喜

192.51 800 蜘 800 蜘 8CO i170Ⅰ 900 11701 eOO 161 800 時1 800 11826

●ハイケース内展示

インクジェットプリント表具インクジェットプリントドライマウント

●環琶湖で見られる船の種類名介

▲如i- i//芸;慧諾(AH,i,
与 '約10点
i
/



Tltk 環琶潮博物館 平成11年度 企画展示 Subject E-1 世界の湖の船

....''ヽ
/I /.F'

/.-...'''…一d■一'-'lhl-､～●..--～. /-.-'二,._,...,/- ､ヽ /＼ /＼ /ヽヽ /＼ /グラフィック納 札スペ-ス/ ＼/ ＼/ ＼/ ､ヽ/ ＼ノ ＼

_.....ノー ､＼1._I--二二ノーl̀′-.,'' /-/二.メ.<'.-I

,.-..-..-,.--'ー トトラの船 {1.,I.,.':-/' l'ー◆-J-.～.>
～.●､一一..-～.､一､L. ′.-....---..I
､､､.～..､､､ー 〆ノ./'､､､●■L､ -.一㌦■一一l→.一

トトラのAi
Aさ:3100mmJL大+:780mmXさ:46かnmれ牲:2930rnrn机のJL大+:145hm



Ti-lc 琵琶湖博物館 平成11年度 企画展示 subjccI 企画展示室 (2) 平面配置図

6000 6000
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subjccL 企画展示室 (2) F-2映像情報コーナー G-1r丸子船物語Jの雷音Tiue 琵琶湖博物館 平成11年度 企画展示

遺作壁面ビニールクロス貼り7̂mスクにttBhた アンケート用叔展示メサt一g A4サイズloo枚

□□□□□□□□□口口口口□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□口口口□□□□□□□□□□□□口□□□□□□□□□□ロ□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ □ □□□□□□□□□□口□□□□
F-2映倫伸輔コーナ-
丸子船交流デスクアンケート用紙展示

･

HO
f"
:

i

5300

稀本先生本棚写共

J- 本朝造作
⊥+

t! i §j丁. 1 払

i ･i巧 召 ら rnm

dーtI_./><.:: iihi-､.汰;｣;二.二.->.,II:: 一一/-●一卜⊥-:==,.-:II:

-.一一､- ii､J■ー

～_齢~'-"""■……~'"MiI 鼻.LttLttt～tltL-.W.-.-.1A令---"-､--叫 ･- l

モ1; +*:～-""' ………＼…
r-.ZII

G-1r丸子船物悟Jの雷育

開騨 ■ 1

ー暮 !S ㌔..レ一.iⅦ:+ It

｣ 一■■m _,一- i享 草 頭 .㌻も ~¶ ■
'ー ★■̀

l'Ar _V=トー fア ト 1時麓

】 罰一 一二､--

舌 既存ローケース 既存ローケース lローケース 既存ローケース l

C展開
淋本棚写Xの中央部にて聴本先生の紹介を行う｡

｢

｣

+OL



Tluc琵琶湖博物館 平成11年度 企画展示 Subjccl 動線計画

㊥ … 4 6M 5 6000 ㊥ 60W ⑦ 6000 ㊥ 60W ㊥ 9... 1⑲ BCKK) ⑬

- ■■ -I ■l一 2■床キ示す

lFF庶Ak分け
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●本企画展示における映像 ･音響計画

D-1丸子船の全容 空相 湖の木造船を代表する r丸子船Jを冶介し､淡水に適した知恵と工夫を知る｡

D･5丸子船の秘密 櫓を漕ぐ音や淡海節を音声合成し､展示室内の珊嬢音響とする｡

さらに､高台上で行う船大工さんの講演用音響装置もかねたシステム構成を行う｡

F-2映像 ･情報コーナー かつての洋琶湖での木造船の活躍を紹介する.

●展示ラベル (基本形)

スチレンボードベース
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